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1 .【 古 代 イ ンド 宗教 の 変質 
ーー バラ モン に よる 祭 式 宗教 か ら 個人 の 営 為 ヘーー]】 
古代 イン ド 宗 教 の 特質 は , バラ モン 階級 に 属す る 祭 官 に より 執行 され る 祭 式 
Oz2-) で ある 。 祭 式 は 言葉 に より 神 ( 々 ) を 讃え る こと と , 神 ( 々 ) へ の 
供物 を 祭 火 に 注ぐ こと ( 責 供 ) と か ら 構 成 さ れる が , 絶対 的 存在 に 対す る 層 者 
の 祈願 や 懇 請 で は な く , Veqa「 宇 宙 の 理 法 (72-) を 知っ て いる こと 」 に 基 づ 
き , 言葉 の 実現 (pgz-) に より , 神々 , 自然 界 . 人 間 界 を 操作 し よう 


1 中 性 名 詞 2zzgz- の 原義 は 特殊 能力 を 持つ 詩人 (&zy7- [一 4.4.], た,。 yp79-) 運 
が 興奮 状態 に お いて 見 た 「 詩 句 」( 具 体 的 に は た -, yges- 等 の マン トラ ) で ある が , 
「 宇 宙 の 理 法 」 に 基づく 「 真 実 」 で ある 逆 に , 「 実 現 力 を 持つ 言葉 」 と 同時 に 「 言 
葉 の 持つ 実現 力 」 を 意味 し , 更に 「 世 界 原 理 」 の 概念 へ と 発展 する (一 4.3.)。 ア ク 
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と する 営み で ある 。Veda の 伝承 と 祭 式 の 執行 が バラ モン 階級 に 独占 され , 祭 
式 の 成功 が 祭 官 の 能力 と 祭 官 へ の 報酬 に 依存 し て いた 点 に 「 バ ラモン 教 」 と 呼 
ば れる 由縁 が ある 。 

部 族 社 会 か ら 都市 国家 へ の 発展 に 伴い , バラ モン 階級 に 対す る 王族 階級 の 立 
電 が 強化 し , 王族 出身 者 も 祭 式 解釈 や 哲学 に 積極 的 に 関与 し , バラ モン 学者 達 
と 議論 し た エピ ソー ド が ブラ ー フ マナ 後期 か ら ウ パニ シャ ッ ド に 伝承 され て い 
る 。 そ の 代表 が Videha 国王 Janaka で あり , Yajurveda (YV) 学派 の 中 で も 草 
新 的 な Vjasaneyim 派 ( 白 YV) の 開祖 と され る Vajasaneya Yajnavalkya* と の 親 
交 で 知ら れる 。Janaka 王 は Agnihora に 通 暁 する 者 と し て 名 高い 。 彼 の 議論 の 
NN Agnihotrra を バラ モン 祭 官 に よる 祭 式 か ら 解 放し 祭 主 の 個人 的 営 為 と 
する 点 に あり , バラ モン 教 の 非 バ ラモン 化 お よび 非 祭 式 化 へ の 道 を 拓 い た 思想 
家 の 一 人 と みな され る 『*。 


2.【Agnihotra の 概要 *】 

2.1.【Veda 祭 式 に お ける 位置 】 Veda 祭 式 は , 特別 な 祭 火 を 設置 し て 行う Sraum 
(聞か れ た 学習 され た , 伝承 され た 」 正 統 文献 に hi 祭 式 と 家庭 祭 式 と 
に 大 別 さ れる が , Veda 文献 の 中 核 を 形 づ く る の は Srauta 祭 式 で ある 。 Srauta 


セン ト を 異 に する 男性 名 詞 の zzz- は nt の gz- を 担う 「 学 識 あ る バラ モン 学 
者 」( 後 の 祭 式 体系 で は 「 プ ラフ マン 祭 官 」) を , m. gz2- は 「 バ ラモン 階級 に 
属す る 個人 」 を , nt. の 4zgzg- は nt. の 47zgz- 「 詩 句 」 の 解説 文献 を 意味 する 。 

2 Yajmavalkya, Vajasaneya と も に 父 由来 の 名 : cf Gusrms, Die Patronymica im Alt 
Imdischen, 1903, 23 (vg7zsgzey@- yyg7yg- BAU) , 68 (Oz 訪 gyg7g-), 80 (7zy の 77- RV 
Indra/Soma の 別 称 ). Pravara 中 に Yajmavalka, Yajmavalkya が Visvamitra, Vasihtha 
糸 統 の 下 に 収録 され て いる : が Basoucn, The Early Brahmanical System of Gotra and 
Pravara, 1953, 146, 149ff., 156, 178, 183. Janaka 王 に Adhvaryu 祭 官 と 呼ば れる (-->5.1.) 。 
長期 間 に わ た り 諸 文献 に 登場 し , 同名 の 人 物 が 複数 存在 し た , ある い は 他 の 和 祭 ミ 式 学 
者 達 の 言行 が 彼 の 名 で 伝承 され た と 推測 され る 。 

S Agnihotra の 肖 供 が 子 の 誕生 を も た らし , これ こそ が 祭 主 の 「 来 世 」 で ある と い 
う 「 五 火 説 」 が 有名 で ある : SB-M XI6.2 (-K XIII 6.2), cf 筆者 “ur Entstehung der 
Ftnf-Feuer-Lehre des Konigs Janaka", Akten der 27. Deutschen Orientalistentages, 2001. 
157-167 : 2 が 2- ん 2 が 272 2g7 廊 o7 の 7 7 が 7g 一 Janakas Trickfrage in SB XI 6.2.1” 
Narten, 2000. 231-252. 

人 Cf.Dumont。 Lagnihotra d'apres les srautasatras .… (1939) : Bopgwrz, The Daily Evening 
and Morning Offering (Agnihotra) according to the Brahmanas (1976). 学派 毎 に ブラ ー 
フ マ ナ ・ Srautasatra 文献 全体 を 扱い , 歴史 的 発展 を た どる 研究 は まだ 無い 。 
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祭 式 (特に 祭 火 設置 者 の 義務 と され る 祭 式 ) に は , 太陽 ・ 月 の 運行 , 季節 の 巡 
り , 動植物 ・ 子 孫 の 繁殖 , 食物 の 確保 等 , 部 族 繁 栄 の た め の 宇 宙 秩 序 の 維 持 に 
関わ る 性 格 が 強い 。 本 来 , 居住 集団 の 指導 的 地位 に ある バラ モン が , 集団 の 代 
表 と し て 3 種 か ら 5 種 の 火 か ら 成 る Srauta 祭 火 を 設置 し . 自ら Agnihotra と 
Agnyupasthana (一 2.3., 注 10) を 行っ た * と 推測 され る が (一 4.4.). プラー フ マ 
ナ 期 に は 祭 火 設 置 が 上 位 3 了 級 に 拡大 し て いる 。Agnihotra は 一 人 の 祭 官 (本 
来 は 祭 火 設 置 者 自身 ) に より 行わ れる 最も 単純 な Srauta 祭 式 で ある が , 祭 火 
設置 者 の 生涯 に わた る 不可 欠 の 日 々 の 義務 (一 3.) と し て , 特別 な 重要 性 を 持 
ち , プラ ー フ マナ か ら ウ パニ シャ ッ ド へ の 思想 展開 に お いて 極め て 大 き な 役 割 
の 7 

Agnihotra は 「 火 ( 神 Asm)) へ の 供物 を ( 祭 ) 火 に 注ぐ ( 獣 ず る ) こと , 火 へ 
の 立 供 」 を 意味 し , 本 来 は 炎 そ の も の を 祭る 儀 禄 で ある 。 火 (ggz7-) は 自身 
が 神 で ある と 同時 に , 祭 火 と し て , 自身 に 注 が れ た 他 の 神々 へ の 供物 を 彼ら に 
運ぶ と いう 役割 を 果たし , 神々 の 中 の Hot 祭 官 と 呼ば れる 。 通常 の 献 供 で は , 
神格 に 対し (dative) 供物 を (accusaiive) [な いし 献 供 を (acc.) 供物 に より 
(Gnstrumenta)] 祭 火 に (ocative) 注ぐ [ 貢 ず る ] (7z : 7o- の 。 Agnihotra の 
場合 は , 机 供 の 対象 神格 (dat.) と 献 供 の 場 で ある 祭 火 doc.) が 同一 と な る 。 
この 拝 火 儀 礼 は 太陽 を 祭る 儀礼 と 融合 し , 祭 詞 (--2.2.) が 示す よう に , 「 火 = 
太陽 三光 ⑦y2s-)」 を 祭 拝 する 祭 式 と し て 成立 する 。 な お Agnihorra は 「 祭 式 
名 」 で ある 一 方 で , 動詞 用 2-" の 「 内 容 を 示す 目的 格 」 (nhaltsakkusativ) と 
し て の 用 法 (2gz 廊 op27z 776- り か ら 「Agnihotra の 供物 」 を も 意味 し , 文脈 に 
より 使い 分 けら れる ("4.4., 5.6.) 。 


2.2.【 献 供 方 法 】 具体 的 に は , 日 没 と 日 の 出 に , 搾り た て の 和牛 乳 を Garhapatya 
祭 火 で 吉 し , Ahavaniya 祭 火 に , 最初 は ys- 「 祭 詞 」 を 唱え つつ (言葉 yac- 
と 共に ), 次 に 洗 黙 し て (思考 ヵ 2zzs- と 共に ), 貢 供 する 。 毎 回, Agnihotra 用 
の 乳牛 (2gzzop-) に 仔 邊 を あて が い 乳 が 出る 状態 に し て か ら 搾 乳 す る "。 ま 


5 Cf 筆者 , Fs. Narten, 2000, 243 n.36 : “Das Jenseits und な が 太 -p772- "Inmdoarisch, Iranisch 
und die Indogermanistik', 2000, 489(:4.1) : 「 王 族 と Agnihotra」 印度 学 仏教 学研 究 53- 
2, 2005。 947. 

6 Cf 西村 直子 「 放 牧 と 敷き 草刈 り 」2006, 114ff. 
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た 沸騰 させ た 牛乳 に は 差し 水 を し て 鎮め , そこ か ら 征 で すく ぐっ た 和牛 乳 を 献 ず る 。 
邊 を 主 と す る 牧畜 を 本 来 の 生活 基盤 と し て いた イン ドア ー リ ア 人 達 に と り , 熱 
され た 牛乳 は 最も 基本 的 な 食事 で あり ", Agnihotrra は 朝夕 の 食事 を 火 な いし 太 
陽 に 献じ る と いう 性 格 を 持つ 。 ま た 供物 を 簡単 に 入手 で きる 事 が , 終生 , 毎 
と 朝 , 中 断 の 無い 献 供 を 可能 に する (一 4.1.A.)。 

生乳 以外 の 供物 と し て は , 米 ・ 才 妨 yzyz, 穀物 食 yzyzs-- 7, バタ ー 27y の -, 

( 乳 ) 剃 2gzzz- "が 古 層 ブラ ー フ マナ 文献 か ら 挙 げ ら れる 。 米 ・ 麦 な いし 
ygyggz- は 生乳 の 代用 と し て , 新 月 祭 前 夜 お よび Asrayana (収穫 祭 ) の Agnihotra 
に 指定 され る "。 バ ター や ( 乳 ) 背 は 牛乳 より も 手間 暇 の か か る , より 高級 な 
食品 で あり , 祭 主 の 特別 な 願望 を か な える 効果 と 結び つく 。 特 に 加熱 中 に 差し 
水 を し な い バ ター は 極め て 高温 と な り , 光熱 力 ・ 威 光 (4zs-) を も た ら す と 
され る (つつ 4.4..6.1..6.3.)。 時 代 と 共に 供物 の 代替 の 種類 が 増え , その 効果 に 関 
する 議論 が 発達 する (6.4.) 。 Agnihotra を ソー マ 祭 に な ぞ ら える 議論 が MS 1 
55:72.9 医 . > KSP VI 4:65.13ff. [Asnyupasthana] (… 注 16), TB II 1.5.1 

LAgnihotra] 等 に 見 られ , 比較 的 新しい Srautasntrra で は 供物 と し て ソー マ が 
挙げ られ る よう に な る (--6.2. 注 104)。 

各 責 供 の 前 に Vyahri と 呼ば れる 定 名 「 記 pyg wwg」『 を 祭 火 に 唱え る 。 


7 牧 災 の み で 暮らす アフ リカ の 遊牧 民 ト ゥ ルカ ナ 人 の 食事 は 朝 の 乳 (脱脂 酸 乳 ) 摂取 
を 基本 と する こと が 報告 され て いる 。, 井谷 純一 郎 ,「 ト ゥ ルカ ナ の 自然 誌 」, 1980, 213。 

8 玄米 ・ 去 麦 ・ 胡 麻 等 と 水 か ら 成 り , 牛乳 を 用 い ず , な 訪 2- で ある : cf KS VI 3 : 52. 
12f.: TS V 43.2j VI 2.5.2。K.HorrwANN。 Aufsatzse HI 480 “Kornermilchbrei"。 n.2 
“Milchspeise” は 不適 切 。 

9 玄米 ・ 玄 麦 を 水 や 牛乳 で 煮 た 料理 (cf. 永 ノ 尾 信吾 , 国立 民族 博物 館 研究 報告 9(3) 
1984, 524f., n.10 : MSS 44, 1985, 18f)。 新 月 満月 祭 の 祭 官報 酬 zzyzz2y2- で も ある 。 
祭 式 ・ 響 応用 は 乳 弟 と 思わ れる (cf. MS I 8,.3:119.4 一 6) 。 VadhAnv で は 最良 の 供物 
と され る (つつ 6.3.)。 

10 新 月 祭 前 夜 は 祭 主 自身 が yayzgz- を 献 ずる : ApSS { 11.1, BharSS 1 11.9. ManSS I 1.3. 
8 : SB { 7.1.10 ( 献 供 者 不明 )。 収 穫 祭 で の ygvggz- 畑 供 は KausB TV 14 (Bd. Sharma 
IV 10.6) 参照 。 ' 

11 祭 式 の あら ゆる 場面 で 万 能 の 聖 句 と し て 頻 用 され る が , 特に Asnihotra の 献 供 と 直 
接 結び つく 。「 君 は 生成 する (太刀 2.Sg. roocaor. inj.[ 趣 時 的 属性 表示 ]), 君 は 生 
成す る よう に (の 〉ygz root-aor. subj.[ 話 者 の 意志 ]), 太陽 光 と し て (yz) 」 と い 
う 祭 火 へ の 呼び か けが 起源 で あっ た 可能 性 が ある 。 一般に は 「 大 地 」 計 ,「 中 空 」 
pyg-, 「 天 」 sv みみ - の nom.sg. で , 全体 と し て 全 宇 宙 を 指す と 解 さ れる (cf. BopEwrrz。 
Agnihotra, 81, 86n6)。 し か し po- の 語義 が 不 自然 で 他 に 跡 づ けら れ な い : 
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最初 の 献 供 の 際 に 唱え る 祭 詞 y2s- は , 日 没 時 と 日 昇 時 と で 対称 的 で ある 。 一 
般 形 は [ 夕 ] 2gz か の が の の 7 が gg sv272 「 火 が 光 で ある , 光 は 火 で ある , ス 
ヴァ ー ハ ー」 : [ 朝 ] s 訪 yo 6 が の 6 が 7 yyg7 yy272 「 太 陽 が 光 で ある , 光 は 太 
陽 で ある , ス ヴ ァ ー ハ ー」。 こ の 祭 詞 は 祭 火 設 置 祭 の ブラ ー フ マナ (MSPI6.10: 

102.1Hf) に 初出 する 。MS の Agnihotta プラ ー フ マナ G 8,.5:121.1) で は 夕 の 
祭 詞 の み が 言 及 さ れる 。KS の Agnihotrra プ ブラー フ マナ (VI 1:5,7.49,15f.) は ダ 
の 祭 詞 だ け を 異な る 形 で 挙げ る : ggzgz )o77 )o が 7 gg7gz 「 火 に 光 を , 光 を 火 
に 」( つ 4.1.2.。 6.5.) 。TB の Agnihotra 章 は 先ず 独自 の 祭 詞 を (TI 12.10 一 6.5.) 

指示 する : [ 夕 ] gz 2 67 s 娘 yg yy272 「 火 が 光 で ある , 光 は 太陽 で あ 
る , ス ヴ ァ ー ハ ー」, [ 朝 ] 記 yo の 6 7 が gg7 廊 yy272 「 太 陽 が 光 で ある , 光 は 
火 で ある , ス ヴ ァ ー ハ ー」。 次 に 上 記 の 一 般 形 を 示す QH1.9.2)。 人 奇妙 な こと に , 
Agnihotra の 祭 詞 は , 黒 YV マン トラ 集 に 含ま れ な い "。 


2.3.【 起 源 と 解釈 】 Agsnihotra は 夕 (日 没 時 ) と 朝 (日 昇 時 ) で 一 組 を 成す が , 
常に の Agnihotra が 先行 し , 基本 と され る "。 夕 の Agnihotra の 後に は , 祭 火 
の 側 に 立ち 讃 辞 を 唱え て 敬意 を 表す る 夜 の Agnyupasthana (Agnyupa ) “が 続く 


MAysnorgs は 人 工 的 副詞 と みな す (CBWAia 267 s.v. pyg/). また we:- は 物質 と し て 
の 「 太 陽光 」 で あり , 場所 と し て の 「 天 界 」 は sygzs2- で ある 。 

12 SV・ 白 YV マン トラ 2 集 に 採録 され る が 一 般 形 と 異な る 。SV I[ 1181 QI 92.8.1) は 
Indra (に 言及 : 2gz ヵ 7 Do の 77 gg7 が 7 72 の 7O の 7 が 7 の 7 7 の 7 の / sy の の 7 が の 7 が sy の 
sv222 「 火 が 光 で ある , 光 は 火 で ある , Indra が 光 で ある , 光 は Indra で ある , 太陽 
が 光 で ある , 光 は 太陽 で ある , ス ヴ ァ ー ハ ー」。 VS 8 は y27cgs- 「 効 力 」 を 強調 
し , os- を 文 の 外側 に 置く (一 般 形 で は 文 の 内 側 に 2s が 位置 し, gz72-o7 が 5- 

「 内 部 に 光 を 持つ 」 と 称 さ れる ) : gz v27co の 7 が の 7cg7 sv の 72 syO V7CO 7 の 7 
yg7cg sv272 / 67 が syg7 yyO の の 7 sy272 /「 火 が 効力 で ある , 光 が 効 で ある , 
ス ヴ テ ァ テー ハー。 太陽 が 効 力 で ある , 光 が 効 力 で ある , ス ヴ ァ ー ハ ー。 光 が 太陽 で あ 
る 。 だ 陽 は 光 で ある スズ ツァ ー ハ テー 

13 Veda 期 の 暦 が 月 齢 と 月 宿 に 基づき , 日 没 か ら 次 の 日 商 ま で を 1 単位 と する 事 に 関 
運 す る 可能 性 が ある 。 

14 Agnyupasthana は 祭 火 の 傍ら に 立ち 敬意 を 表す る 儀礼 の 総称 で , 様々 な 形態 が あり , 
独立 し て , 或いは 種々 の 祭 式 に 組み 込ま れ て 行わ れる が , それ 自身 は 祭 式 yz 訪 g- 
と 見 記さ れ な い 。Agnihorra に 伴う 夜 の Agnyupa' が 義務 で ある か 否 か , 朝 の 
Agenyupa を すべ きか 否 か , 学派 に より 見 解 が 異な る が , 夜 は 義務 で あり , 朝 は 自 
由 と する 傾向 が 強い : MS I 5,7 : 75,.1-5 > KSp VI 5: 66,18-67.1 子 TSP T 5.9,5f., 
ManSS 1 6.2.17, VarSS 1 5.4.18 寿 , SankhSS TH 13.9, HirSS VI 6, ApSS VI 19.4-9, 
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が , RV に 由来 する 讃 責 が 多数 用 いら れ , YV マン トラ 集 に も 収録 され る 。 ま 
た Agnyupa の マン トラ な いし プラー フ マ ナ に は Agnihotra に 直接 関連 する も の 
が ある “。 責 供 か ら 成 る 夕 の Agnihora と マン トラ を 唱え る こと か ら 成 る 夜 の 
Agnyup は 補完 的 性 格 を 示し , 事実 上 一 体 化し て いる "。 両者 が 独立 し た 起源 
を 持ち 二 次 的 に 結合 され た の か , 後者 が 前 者 の 補完 と し て 祭 式 体系 の 整備 過程 
で 案 出 され た の か , (イン ド ・ イ ラン 共通 時 代 に 遡る ) 古い 拝 火 儀礼 が 人 物 中 
心 の Agnihotra と 讃 責 中 心 の Asgnyupasthana に 二分 され た の か , 決定 に は 更 な 
る 研究 を 必要 と する が , y 記 , yg 訪 2- の 原義 が 「 讃 える (こと ). 0 
(こと )」 で あり (cf ved. zzy272-, 古 ・ 新 アヴェ スタ 語 yzszg-), 祭 式 が 言 

に よる 讃 辞 と 献 供 の 両 要素 か ら 構 成 さ れる こと を 考え る と , 章 0 
いと 思わ れる 。 他 方 , 朝 , 昇る 太陽 を 馬車 に 乗せ て 導く Asvin に 熱さ れ た 牛乳 
を 責 ず る 讃歌 が RV に 見 出さ れ , 整備 され た 祭 式 体系 で は ソー マ 祭 に 付随 する 
Pravarsya とし て 残る 。 光 に 牛乳 を 供する と いう 共通 点 か ら , 22 の NO 欄 
と 朝 の 太陽 へ の 供 儀 と が 融合 し て Agsnihorra と な り 『 光 を 媒介 と し て 火 と 太 


寺 3 TV 12.1f. (cf Dumont。 L'agnihorra, 1939) : SB-M II 3.2.1-5 ( 朝 の Asnyupa") 
に 関し て は 筆者 “ur Entstehung der Funf- Feuer-Lehre des 3 Janaka” 165f. (4.3.) 

参照 。 旅 立ち と 帰宅 時 の Asgnyupa* お よび 祭 火 設置 祭 に 組み 込ま れ た Agnyupa* 
(か 2- な gg- ん 7677g7g-) に 関し て は 筆者 , 上 記 論 文 , 163-165 (3.3-3.4.) 参照 。 

15 例 :MSP15.5:72,.3-74.2 て KSP VII 4:65.13-66.5:MS 1 56 :74.3-8 へ KSP VII 0020 
12:MSP 1 5.12:80.18-81.2 ^ TS5 1 5.9f. て KSPp VTI 5:67.1f. = KpSP V 4:63.10-12 ・ 
主 の 天界 上 昇 の た め に Agnihotra に Stoma (Saman 朗 詠 の 一 形態 ) を 繋ぐ (2. 2 
注 104), Imdra ( 三 太 陽 ) と 火 が 相互 に 入り 合う (一 6.4.), 火 は 太陽 の 母胎 (2.3.. 
6.6), Imdra ( 王 太陽 ) が zzg-「 吐 く 息 」( つ 注 54) で 火 が み azg-「 吸 う 息 」( つ 4. 
4.), Agnihora に お ける 祈願 を Agnyupa' に より 行う 。 

16 MS1I6,10:102,19-103.4 ei Agnihotra を 禁止 し . 代わ り に Agnyupasthana を 命 
じ る : ApSS VI 15,10.12 は に 條 う 。 後 述 3 . お よび 注 23 参 照 。 

17 Mahavira と 呼 ( 隊 8 れ た 極め て 高温 の バタ ー と 乳 の 混合 (sjZzzz2- 

「 熟 」) を Asvin と Imdra に 献 供 する 。Cf. VA BurrENAN, The Pravargya, 1968 : Houggn, 
1he Pravargya Brahmana of the Taittiiriya Aranyaka, 1991 : “The Ritual Pragmatics of a 
Vedic Hymn", JAOS 120.4. 2000. 499-536 ・ “On the Barliest Forms of the Pravargya 
Kitual . TH 43.2000,1-25 : “Rgveda 1.164.23-24 and Bhartrhari's Philosophy of 
Language", Fs. Halbfass, 711-719. 

19 Agnihotra の 供物 は 時 に gzz2zz2-「 熱 」 と 述べ られ , Pravargya と の 親近 関係 を 示唆 
する : MS 【 8.3 : 118, 11 (加熱 され 水 を ふり か けら れ て いな い 和 牛乳 ) : TB IL 1.3.2f 
872772 の V2 5 の “37 か 977-g7g7 7 の yyofe ア 6d ge が o7 の 7 「Aenihotra で ある な ら ば , 
これ は 靖 め られ て いな い 熱 szgzz2- と し て 毎日 毎日 , 火 に 掛け られ る 」: SB-M XI 6, 
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陽 を 等 貫 す る 祭 詞 な ら び に Vyahrti が 生み 出さ れ た か と 推測 され る 。 

Agnihotra に は 拝 火 儀礼 と 太陽 崇拝 儀礼 の 両面 性 が 随所 に 見 られ る が , 時 代 
と 共に , 火 か ら 太 陽 へ と 祭 拝 の 重点 が 移動 する 。 ブ ラー フ マ ナ 最 古 層 で は 朝夕 
と も に 「 火 の 保持 」 が Agnihotra の 目的 と され る (MS! I 8,1:115,5-7 て KSP VI 
1:50,4.9)。 そ れ に 続く TB で は 火 と 太陽 と が 一 体 視 さ れ , 両者 に 貞 供 する よ 
うに 祭 詞 も 変化 する ( つ 2.2., 6.4.) 。 更 に 新しい Viasaneyin 派 の SB で は 太陽 
崇拝 が 中 心 と な り , 夕 朝 の 献 供 と も に 太陽 を 対象 と する (SB-M TI 3.1.1-39 : 
っ 4.4..6.5.) : SB-M TH 3.1.1 5 訪 yo 2 v2 go が 77 「 太 陽 が . つま り , Agnihotra 
を 支配 する の だ 2z- が os 構文 」。 太 陽 が 夜 , 火 の 中 に 胎児 と し て 宿り . 
朝 , 火 か ら 新 た に 誕生 し て 昇る と いう 考え 方 は 既に RV XX 88.6 に 見 られ る : 
772 pv の の 2vg7 7 の 4772 の 775 / 72727 27yo 太 yg7e p7727 gg の yz7 「 火 は 夜 の 間 , 
_ 存在 の 頂点 (頭頂 ) と な る 。 そこ か ら 太 陽 が 朝 , 昇り な が ら 誕 生 す る 」。 Ahavaniya 
祭 火 が 太陽 の 母胎 で ある と いう 観念 は ブラ ー フ マナ 初期 か ら 現 れる (つつ 注 15)。 
夜 , 祭 火 に 宿る 太陽 (mdra, 時 に Prajapati) な いし 太陽 光線 達 ( 王 swe ev) 
に 夕 と 朝 の 食事 を 供する 「 病 客 接 待 」 な いし 「 胎 児 へ の 養 補給 」 が Agnihotra 


2.2 Svetaketu Aruneya 説 (sz2z4- で ある 火 と 太陽 の 相互 献 供 一 6.5.) : VadhAnv II 7 
(TI 5,1 : Caland IT no.28) 「 朝 は 熱い 牛乳 に より , 力 は より 冷た い ( 水 を 多く 注ぎ 
込ん だ ) 牛乳 に より 献 供 すべ き で ある 」。 

19 7 応 z-Zos 構文 「 て (acc.sg.nt.) を 管轄 ・ 支 配 し て いる (gs ヵ ) プ する よう に な る 
(pz) 」: cf T. Got6。 Elizarenkova Memorial Volume, 2008 (印刷 中 )。115-122 : 
“Funktion des Akkusatives und Redaktionsarten des Verbums", Indogermanische Syntax 
ー Fragen und Perspektiven 一 , 2002, 32-25 : Gedenkschrift Schindler, 1999,137: 「 荷 車 
と 小屋 住ま い : SB s2/4z gs」, 印度 学 仏教 学研 究 55-2, 2007. 805-809 (特に 807f) : 

K.HorrvANN, Aufsatze zur Indoiranistik IL, 1976, 557-559. 

20 通常 「 一 切 神 」 と 訳 さ れる 。RV で は 「 (Agni, Indra, Varuna 等 ) 全て の 神々 」 (sre 
9ey と 実 質 的 に 同義 ) な いし 「 特 定 の 一 群 の 神々 」 を 意味 する が , ブラ ー フ マナ 
文献 で は 「 固 有名 の つい て いる 神々 以外 の , あれ や これ や の 神々 」, 特に , 死後 , 
天界 に 昇っ て 神 と な っ た 祖 霊 達 を 指す こと が 多い (cf. T. Goro, Rig-Veda [Brster und 
Zweiter Liederkeris], 2007、 853, Glossar s.y. Visve Devah) 。 Gandharva も 祖 霊 の 呼称 で 
ある (cf 後藤 敏文 , 御子 上 恵 生 記 念 論集 , 2004, 845-868, 特に 868f.[:2.1. 
2.2.], 864 注 19 : Fs.Narten,2000, 97-110)。 祖 霊 が 夜間 , 火 の 中 に 六 客 と し て 和 宿り , 
夫妻 の 交わり に 立ち 会 い 胎児 と な っ て 生ま れ 変 わる と いう 考え 方 が 古来 か ら 存 在 し 
た と 推測 され る 。Gandharva の 立ち 会 い に よ る 受胎 は 仏教 に も 受け 継が れる ( 例 : 
Majjhirna-Nikaya 1 265f. [Mahatanhakhayasutta], HE 157 [Assalayanasutta] : 仏教 教義 と 
し て は 2zg- bp 訪 ge-] 「 識 」 に よる 受胎 に 変化 : Digha-Nikaya 1 63 IMaha- 
nidanasuttal) 。Gandharva と 受胎 に 関し て は , cf. WrNprscn, Buddhas Geburt, 1908, 13ff. 
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で ある と いう 思想 は 広く 普及 し , 特に SB で 発達 する 。 他 方 , 上 記 RV XX 88.6 
ab の 考え 方 か ら は , 日 没 に 太陽 が 火 に 入る の と 対称 的 に , 日 の 出 に 火 が 太陽 
に 入る と いう 説 も 生ま れる (6.4.)。 更 に Prajapat 「 生 物 達 の り 主 」 に よる 火 の 
創造 と 初め て の Agnihotra の 神話 が ブラ ー フ マナ 初期 か ら 複数 の 形態 で 現れ る 。 
火 に 太陽 (一 Prajapati の 視力 ) を 献 ず る タイ プ と 額 を 擦り 挙げ て 毛髪 ・ 汗 ( バ 
ター) 等 を 献 ず る タイ プ ” と に 大 別 さ れる が , 前 者 は RV X 88.6 ab か ら の 「 太 
陽 が 火 に 入る 」 思 想 を 継承 する (一 4.1..6.4.)。 こ の よう な Agnihotra 解釈 の 発 
展 に 伴い , 正確 な 献 供 時 刻 , 特に 朝 , 日 の 出 の 前 か 後 か が 活発 に 議論 され る (一 
0 ' 

Agnihotra は 火 の 光 熱 や 太陽 の 運行 の よう な 自然 現象 に 基盤 を 置く 一 方 で , 
当初 か ら 生 殖 と の 結び つき が 深い 。 祭 火 は 母胎 に , 供物 の 牛乳 は 精液 ⑦2zzs-) 
に 等 連 さ れ , 祭 式 の 構成 諸 要素 に 「( 男 女 の ) 対 訪 zz2-」 の 概念 が 貫 か れ , 
但 霊 と 関係 し “, 子孫 や 家畜 の 繁殖 を も た ら す 祭 式 と みな され て いた 。 時 代 と 
共に , 祭 式 の 目的 は , 現世 に お ける 祭 主 一 族 の 繁栄 か ら , 死後 に お ける 祭 主 ( 夫 
妻 ) の 天界 到達 へ と 重点 が 移行 し , 更に は 天界 で の 不死 ( 再 死 [= 再生 ] か ら 
の 解放 ) を めざす に 至る (->6.6.)。 後 者 の 面 で Agnihora は 「 輸 名 と 業 」 理 論 
の 形成 に 重要 な 役割 を 果たす 。 


3.【 移 住 ・ 遠 征 ・ 旅 と Agnihotra】 

イン ド ・ ア ー リ アン 人 は , 本 来 , 遊牧 な いし 季節 毎 に 放牧 地 を 替え る 移 牧 生 
活 を 送り , 移動 と 定住 を 繰り 返し て いた が , 徐々 に 定住 農耕 生活 に 移行 し た と 
坊 え られ る 。 黒 YV 古 層 ブ プラー フ マナ (MS, KS, KpS) は , 戦闘 ・ 遠 征 ・ 略 春 
を 任務 と する 王族 に は , Srauta 祭 火 を 設置 し て も Agnihotra を 禁止 ・ 制 限 し . 
代 共 と し て バラ モン へ の 供 食 な いし Agnyupasthana (一 2.3.) を 指示 する が , 王 
権 の 拡大 と と も に この 禁止 ・ 制 限 が 消滅 し , 王族 に も Agnihora が 普及 する ぢ 。 
Agnihotra の 特徴 は 祭 火 設置 者 が 一 生 , 毎日 と 朝 に 途切れ る こと な く 継 続 す 
る 義務 を 負う こと で ある 。 定 住 生活 で は , 祭 火 設置 者 の 旅行 中 は , 家 に 残し た 


21 この タイ プ で は sw4 ヵ 2 の 由来 や 献 供 か ら の 動物 ・ 季 節 の 創出 が 語ら れる 。 

22 注 20 参 照 。TB IL 1.1.1-3 (Agnihora 論 冒 頭 ) は 祖 霊 達 へ の Agnihotra の 分 け 前 を 述 
べ る 。 

29 筆者 「 王 族 と Agnihora」 印 度 学 仏教 学研 究 53-2, 2005, 947-941. 
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祭 火 に 代理 人 が Agnihotra を 献 供する (一 4.4.)。 遊牧 ・ 移 牧 生 活 の 移住 期間 や , 
戦闘 ・ 略 礁 等 の た め の 長 期 境 征 の 場合 は , 祭 火 設置 者 で ある 限り 祭 火 を 伴い , 
移動 中 も Asnihotra を 行う が , 供物 で ある 絞り た て の 牛乳 を 得 ら れ な い 状 況 が 
起こ り 得る 。 こ の よう な 場合 , どの よう に Agnihotra を 行う べき か , この 問題 
を 背景 と し て Videha 国王 Janaka の 問い に バラ モン 学者 Vajasaneya Yajnavalkya 

( 注 2) が 答え る 対話 が 残さ れ て いる 。「Agnihotrra と は 何 か 」「 和 牛乳 で ある 」 と 
いう 定説 か ら 出 発し .「 そ れ が 無い 場合 , 何 に より 献 供する の か 」 と いう 質問 
を 繰返し た 後 ,「 地 上 に 何 も 存在 し な か っ た 原初 に お ける 南 供 」 が 明か され , 「 究 
極 の Agnihotra」 が 教示 され る 。 

この 対話 に は 4 ヴァ ー ジ ョ ン が 知ら れる (いづ れ も Agnihotra 草 ) : 1) 
Satapatha-Brahmana Madhyandina 派 (SB-M) XI 3.1 : 2) 同 Kanva 派 (SB-K) 
還 14: 3) Jaiminiya-Brahmana I 19f.: 4 ) Vadhula-Anvakhyana (VadhAny) IL 
13。 前 三 者 (SB-M,-K, JB) と VadhAnv に 大 別 さ れる 。 対 話 の 骨格 と 前 半 の 
供物 代替 お よび 対話 末尾 の キー ワー ド “4jpgzgg 「 ま さ し く 献 供 さ れ た 」 
は 両者 に 共通 する が , 対話 後半 (原初 の 献 供 に 関す る 教 説 ) や 対話 の 前 後 の 付 
加 部 分 , 全 篇 の 結論 が 全く 異な る 。 1)2)3) は ブラ ー フ マナ 文献 末期 に 属 
し , 4) は Taittiriya 派 の 支 派 Vadhnla 派 に よる 「 ブ ラー フ マ ナ 補足 説明 文献 」 

( つ 6.,6.2.) で ある いづ れ の テキ スト も , ブラ ー フ マナ 祭 式 解釈 の 長い 伝 
統 の 終点 に 位置 し , 中 核 と な る 対話 に , 起源 の 異な る 多様 な 要素 が 複雑 に 結合 
し , 対話 本 来 の 趣旨 と 異な る 結論 へ と 導 か れ , 増補 ・ 改 作 の 痕跡 が あちこち に 
残る 。 各 ヴァ ー ジ ョ ン の 全体 を 改め て 精密 に 検討 し , 構成 要素 を 比較 し , 起源 
に 遡っ て 考察 する こと に より , ブラー フ マ ナ の 成立 ・ 発 展 と 相互 影響 , 各 学 派 
の 関係 ヴェー ダ 思 想 の 展開 に よる 祭 式 宗教 の 変質 "な どの 解明 に 奇 与 す る こ 


24 Cf.CALANp (AcOr IV 5) “eine Art Anubrahmana, ein sekundares Brahmana . Caranp に 
よる Vadhalasatra の 校訂 ・ 訳 (AcOr I [1922] 3 一 11, AcOr [19241 142 一 167, AcOr 
IV [1926] 1 一 41, AcOr VI「[1928] 97 一 241) は 欠損 の 多い 写本 に 基づく が , 新 諸 
写本 が 井 狩 に より 校訂 され (電子 版 , 未 公 刊 ) より 信頼 で きる 資料 に 基づく 研究 
が 可能 と な っ た 。 第 2 巻 (Agnihotra) 電子 版 (2006) の 提供 を 井 狩 教授 に 感謝 す 
る 。CArAnp は VadhAny と SB-M XI と の 訟 接 な 関係 を 指摘 する と 共に VadhAny が 
SB より も 古く , また JB が PB お よび SB より 古い と みな す が , 辻 は SB が jB お よ 
び VadqhAny に 先行 する と し て , Caranp の 見 解 に 反論 する (「 現 存 ヤ ジュ ル ヴ ェ ー ダ 
文献 」32 一 34)。 本 稿 の 検討 か ら は , 単純 化す れ ば SB-M 一 JB 一 SB-K 一 VadhAny と 
いう 発展 順序 が 明らか に な り , 辻 の 見 解 に お お むね 一 致す る 。 
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こと が 期待 され る “。 


4.【SB-M, SB-K, JB の 伝承 】 
SB-M/-K・JB の グル ー プ は 4 部 構成 を 成す : 1 ) 伝統 的 祭 式 解釈 理論 を 継 
承 す る 導入 部 , 2) Janaka 王 と Yjavalkya の 対話 , 3) 旅行 中 の Agnihorra 
に 関し 新 理論 を 示す 2 組 の 謎 解き 問答 の 歌 (4 詩 節 の SIoka) と その 解説 , 4) 
呼吸 ( 気 息 : zz2-) こそ が Agnihotrra で ある 」 と いう 結論 部 。 対 話 を 中 核 
に , 前 後に , 旧来 の 思想 (導入 部 ) と 新 思想 (問答 歌 ・ 結 論 ) が 結び つけ られ 
る 。 対話 と 問答 歌 を 融合 させ 「 呼 吸 」 と いう 日 常 活動 を 祭 式 と みな す 草 新 的 な 
ロ 瑞 を 導く 点 が この グル ー プ の 特徴 で ある 。 言 語 ・ 内 容 の 両面 か ら 明 ら か に 
SB-M が 最 古 形 を 残す ( つ 5.1.) 。 以 下 , SB-M を 基 に SB-K と JB と の 相違 (ボー 
ルド で 示す ) を 比較 し つつ , 各 構 成 部 分 を 検討 し , 全体 の 成立 過 還 NRN 
全編 の 中 核 で ある 対話 を 最初 に , 次 に 問答 歌 (SIoka) ・ 解 説 と 結論 部 , 
に 導入 部 を 検討 する 。 


4.1.【 対 話 】 SB-M XI 3.1.2-4 [Agnihotra] 
2 72777 7277g ん の v72e7g カ / ygyg7 が yg PP7 の 2C7. Ve77726777o7 の 77 yg が yy2 2 万 
Ve sg772 万 友 77 太 py eve が /2/ y27 p2yo 72 syg7。 ん 7g 7 の が. Y7777- 
yy の 7y2777 記 . D27 yy7ygD の 7 22 5 人 婦 太 2g 7y2 万. 2 gzyg の saoyg 7 が y29 の の 
の sg の 2yo 72 yy 62 72 万 . 7 の 2752 6sgggyg 万. 2 の gy の sgd7yo 7 の 7//// 
27 7 の 7 が. Pg2 の 5 の の が 6726 が . 2 229 の GOD の 77 7 の yg7 27 7 の 7 の. g の 77 77. y2 
2Po 7 の sy ん eg 7 の 2 太 . /3/ 4 7ovacg. / 2 2 放 2 7 ん gz cop2s の 6 の 7 が g2 の 
97Zyef み の ( 注 30) sg の の が 57gdg72y7z 7 ve772g77 が oO7 の 272 放 gug/yg. の ez の 27 


dd2777 が oygcg. /4/ 


25 BopEwrrz (Jaiminiya Brahmana 1-65 .… with a Stndy, Agnihotra and Pranagnihotra, 1973, 
235-242 : The Daily vning and Morning Offering .…, 1976, 185f) は SB/JB 版 を 
Agnihotra の 精神 的 ・ 秘 教 的 解釈 と みな し , Prana-Agnihotra (「 祭 主 の 身体 に 食物 を 
上 献 供する (食事 する ) 」 と いう 特殊 な Asnihotra) の 出発 NG 

26 既に 部 分 的 に 口頭 な いし 論文 で 発 人 印度 学 款 教学 会 (2005), 印度 学 仏 
教学 会 (2005), イン ド 思 想 史学 会 (2006) : 印度 学 仏教 学研 究 55-2, 2007, 796- 
604。 

27 Ed. Kalyan-Bombay vr が ygv2 の yg7 が 7. 
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(2) そこ で この 事 (導入 部 の 内 容 つ 4.6.) に つい て, Viqeha の 首長 Janaka が 
Yajimavalkya に 質問 し た (perf.) : 「[ 君 は ] 知っ て いる か , Agnihotra を , Y よ 」 と 。 
「 知 っ て いる , 大 王 よ 」 と 。「[Agnihora と は ] 何 か ] と 。「 他 な ら ぬ 牛乳 で ある 」 
と 。 (3) 「 和 牛乳 が 存在 し な い 場 合 に は , 何 に より ?[ 君 は ] 献 供する だ ろう か (opt.)」 
と 。「 米 と 麦 と に より [私 は 献 供 する だ ろう ]」 と 。「 米 と 麦 と が 存在 し な い 場 合 に 
は , 何 に より [ 君 は ] 献 供 する だ ろう か 」 と 。「 他 の 草 う (6sg2 圧 ) 達 で あめ る も の 
[それ ら に より ]」 と 。「 他 の 草 達 が 存在 し な い 場 合 に は , 何 に より 「[ 君 は ] 献 供 す 
る だ ろう か 」 と 。「 荒 野 に 自生 する 草 達 ( 注 29) で ある も の [それ ら に より 」」 と 。 
「 荒 野 に 自生 する 草 達 が 存在 し な い 場 合 に は , 何 に より [ 君 は ] 献 供する だ ろう か 」 
と 。「 樹 木 に 属す る も の (果実 , 葉 , 樹 度 , 根 , 等 ) に より 」 と 。「 樹 木 に 属す る も 
の が 存在 し な い 場 合 に は , 何 に より [ 君 は ] 献 供 する だ ろう か 」 と 。「 水 達 に より 」 
と 。「 水 達 が 存在 し な い 場 合 に は , 何 に より [ 君 は ] 献 供する だ ろう か 」 と 。⑬) 
そこ で 彼 (Yajmavalkya) は 言っ た : 「 こ こ に は (地上 に は : 2) その 時 (原初 の 
時 : 4z7), 一 切 何 も 無かっ つた の だ Gpf)。 そ こ で こう だ "。 ま さ し く 献 供 さ れ た 
(jpf 27ygfgp4 三 47ygg 十 ep2)。 真実 が 信じ る 思い に 」 と 。「 君 は 知っ て いる , 

アグ ニ ホ ー ト ラ を , Y よ 。 雌牛 百 頭 を [私 は ] 与え る 」 と [Janaka は 」 言っ た 。 


4.1.1.【 供 物 の 交替 】「Asnihorra と は 何 か 」 と いう 問題 は ブラ ー フ マナ 文献 を 
通じ て 好 ん で 取り 上 げ ら れ , 様々 な 答 が 与え られ る ( つ 2.3.)。 こ の 対話 で は 
Agnihotra の 語 は 祭 式 その も の で は な く , その 供物 の 意味 で 用 いら れ (一 2.1.), 
Yaimavalkya は 「 他 な ら ぬ 和牛 乳 で ある 」 と 答え る 。 和 牛乳 は 最も 手軽 で 基本 的 な 
日 常食 で あり , 通常 は 簡単 に 得 ら れる 供物 で ある (一 2.2.)。 こ れ に 対し , Janaka 
は 質問 する : y2 p2yo z2 yy が ezg ygsy 「 和 牛乳 が 存在 し な い 場 合 に は , 何 に 
より [ 君 は ] 献 供する だ ろう か 」。Y が 代 其 の 供物 を 挙げ る と , その 度 に 「 そ 


28 
29 


30 


zz 十 js な が. [供物 | : プ . OERrEr KILL.Schr. 629. 

9sggz- は 木 本 に 対す る 草本 の 総称 で , 米 ( 稲 ) や 麦 等 の 穀 草 を 含み , 業 ・ 茎 だ け 

で は な く 花 ・ 実 を も 意味 する 。 こ こ で は 「 米 ・ 麦 」「 樹 木 に 属す る も の 」 お よび JB 
「 他 の 疫 物 (一 4.2.)」 と の 対比 か ら , 草本 の 全体 , 特に 穀 草 の 実 ( 科 ・ 栗 ・ 季 ・ 蒼 

麦 等 の 雑穀 ) が 意図 され て いる 可能 性 が 高い 。 

従来 ZZ272. 2zygfgy の yg の 6 が ygd7 み yz の 全体 が 一 文 と 解 さ れ て きた が , accent 

付き 定 動 詞 ygzg に より , この 語 か ら 新 し い 文 が 始ま る こと , 即ち , zz の が 

独立 し た 一 文 で ある こと が 判明 する 。 
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れ が 存在 し な い 場 合 は , 何 に より [ 君 は ] 献 供する だ ろう か 」 と 質問 を 繰り 返 
す 。 こ の 質問 で は , 可能 性 の ある 仮定 と 帰結 と を 表現 する optave sy と 25 
と が 用 いら れ , 帰結 文 の 及 y2s 2 人称 単数 は 対話 相手 の Y を 主語 と する 。 
Janaka の 問い は , 非 現実 の 仮想 で は な く , 現実 に 起こ りう る 状況 に お いて , Y 
自身 が 現実 に 為す で あろ う 行 為 を 問題 に し て いる 。 王族 が 祭 火 設置 者 の 場合 . 
大 征 や 戦闘 に お いて 牛乳 を 得 ら ず , Agnihotra の 献 供 に 困難 な 状況 に 遭遇 する 
と いう 実体 験 に 基づく と 推測 され る 。 な お Y の 答 に 対し , Janaka が 「 そ れ が 
無い 場合 は どう な る の か 」 と 質問 を 繰り 返し , Y を 追い つめ て 本 音 を 語ら せる 
対話 形式 は BAU IV 3.1ff. (SB-M XTIV 7.1.1fE) に お ける 両 名 の 対話 と 共通 する 。 

供物 の 代替 は 順次 , 以下 の よう に 指示 され る : 牛乳 一 米 と 麦 一 他 の 草 (の 実 
つ 注 29) 達 [SB-K 欠 ] 一 荒野 に 自生 する 草 (の 実 一 注 29) 達 一 樹木 に 属す る 
物 (果実 ・ 葉 ・ 皮 ・ 根 な ど ) [SB-K 木 の 果 実 達 : B 欠 ] 一 水 達 、。 こ こ に は 
Agnihotra の 供物 の 代替 に 関す る 古く か ら の 議論 が 反映 され て いる 。 し か し 伝 
統 的 祭 式 解釈 が 定住 生活 を 前 提 と し , 特別 な 祈願 の た め に より 高級 な 食品 へ 向 
か う 傾 向 を 示す ( つ 2.2., 6.3.) の に 対し , この 対話 で は , 入手 し 易い と いう 有 目 
的 の た め に より 簡単 な 供物 が 指示 され , 水 に 至る 。 


4.1.2. 【 原 初 の Aqnihotra】 最後 に, 水 さ えも 存在 し な い 場 合 を Janaka が 質問 
する と , Yijaavalkya は 「 こ こ に は (地上 に は : 訪 4) その 時 (原初 の 時 : 7) 。 
一 切 何 も 無かっ た の だ Gpf. zz)。 そ こ で こう だ 。 ま さ し く 献 供 さ れ た (pi 
97Zyg727y の 王 の 7zyo7g 十 ey の ) 。 真実 が , 信じ る 思い に 」 と 答え る 。 「 何 に より [ 看 
は 」 貢 供 する だ ろう か 」 と いう 2 人 称 単数 optatve 記 oyay に よる 質問 に 対し , 
Y は 対応 する 1 人称 yz 「 私 は 献 供する で あろ う 」 で は な く , 行為 者 不明 
の 受動 形 nperfect 2zygg 「 献 供 さ れ た 」 に より 答え る 。 こ の 424zygg は 全 
ジー ジン の し 内 通す る ポー ウード で の る 6 (0 00260.0 0 4)。 6B// 
VadhAnv で は 一 般 的 な 過去 は perfect で 表現 され , ここ の imperfect (2s。 
zzyg72) は 神学 的 議論 に お ける 神話 的 な 過去 を 表示 する と 考え られ る #。Y は 
直接 の 返答 を 避け て , 太 初 に お ける 神話 的 な 献 供 を , し か も 行為 者 を 示さ ず 抽 
償 的 に 述べ た の で ある 。 


31 この 使い 分 け に つい て は , cf. 後藤 敏文 , 御子 上 恵 生 記念 論集 , 2004, 853ff : Fs.Narten, 
2000, 97f. : VadhAnv 1 1-2 「Purnravas と Urvasi」. “ 


2 


「 究 極 の Agnihotrra」 を 巡る Janaka 王 と Ysavalkya と の 対話 (167) 


「 こ こ に は (地上 に は ) その 時 (原初 の 時 ), 一 切 何 も 無かっ た の だ 」 と い 
う 言 葉 は SB 第 2 巻 に お ける Prajapati 創造 神話 の 一 節 ( 火 を 創出 し た 直後 の 情 
景 ) を 想 記 させ る : | 

SB II 43 [Agnihora] 42p27 玉 772 27p2 7 pr7zpy 2sg. Zsgg の gyg 477。 7 

V27 の SPYO5. 2 ev の yyg 7 の 99y 950. 

まさ し く 先 に され て , その 時 , 大 地 は あっ た 。 草 達 は 存在 し な か っ た , 木々 達 は [ 存 

在 し ] な か っ た 。 ま さ し く その 時 [ 草 達 と 木々 達 は ] 彼 の 思考 (の 中 ) に あっ た 。 

「 真 実 が 信じ る 思い に 供 され た 」 と いう 答 に 直接 該当 する 神話 ・ 議 論 は , 
筆者 の 知る 限り で は 存在 し な い 。 こ の 答 は 既存 の 複数 の 神話 を 融合 し た Y の 
独創 で は な いか と 推測 され る 。「 真 実 が 献 供 され た 」 と いう 部 分 は Prajapat 「 生 
物 達 の 主 」 が 他 の 全て の 生物 に 先立ち 火 を 創造 (自身 か ら 放 出 ) し , 自ら の 視 
力 (視覚 : c2kss-) で ある 太陽 を 火 に 敵 じ た 神話 に 基づく と 思わ れる 。Prajapat 
に よる 火 の 創 造 と 最初 の Agnihotra の 神話 は 多数 の ブ プラー フ マ ナ に 伝承 され , 
複数 の 献 供 方 式 が 併存 する (2.3.) 。 視力 ー 太 陽 の 献 供 は 黒 YV 学派 の MS/KS 
/TB に 別種 の 献 供 と 並ん で 伝承 され ( つ 2.3.), MS/KS で は この 視 カ 太陽 が 
真実 yzzy2- と され る ず ・: 


MS 1 8,1 :114.11-115, 5 prg7pg7 が pr の 2 6772. 56 yg 2g7 妨 2 eV297e 27 の 727O 772. … 5 の 


9727 5 が 7 の の 7 の 7 7 の の eg の eyg777 7C727227 の 72 の eyg 7 の v72 の 7 7 の 2 の pg7 が 7 yg 
_ 27osyg7 5 の sv の 7 CoKsz7 992yg7 が o7 / ge77 977 の 7 が gg777 sv22 / 万. 2 vg gd25 
cs7 72 の 727776 Y の の の 59 2 のか の O. 7 D2 672 9s7 が 77 放 が 2 の 7 の 72D776. 2 の の 7 の 7 Co た sy. 
sg の 672g7 廊 o が 77777O7 Y の ev の 7 v7 の 7 20 な の 2y が 5 2 が 72 の 2V が 7 YZ ey の が Vedg. 
Prajapati 「 生 物 達 zz72-) の 主 」 が 生物 達 を 自身 か ら 放 出し た (創出 し た )。 そ の 
彼 は 他 な ら ぬ 火 を 最初 に [自身 の ] 頭頂 か ら 放 出し た 。.… その [ 火 ] は 彼 (Prajapat) 
か ら 放 出さ れ て 向こう の 方 に 行っ た , 自分 の 分 け 前 (食物 ) を 求め つつ 。 その Prajapati 
は , [ 火 に ] 献 供し よう と し た (4osygz ipf. fut.) まさ し くそ の 物 を 見 出さ な か っ 
た 。 彼 は 自分 の 視覚 を 取っ て 献 供 し た , 「 火 が 光 で ある , 光 は 火 で ある , sy2 放 」 と 


32 太陽 の 輝 に より 見 る こと が 可能 と な る こと か ら , 太陽 が 視覚 と 同一 視 さ れる 。 ま た, 


話 を 聞い て も 虚 億 か 真実 か 解ら な い が , 見 れ ば 解る こと か ら , 視覚 が 真実 で ある と 


いう 観念 が 成立 する 。Cf. VadhAnvI7 (1.4.2) CArAp HH No.1-2 [Agsnyadheya] (Bd. 


Ikari) cg ん sr の 27 の y。 727 SG77. .… 597O が 77 72V の 7yGPGCG7 の カ 、 5 の 7 の 7 
「Ahavaniya 祭 火 は 視覚 で あり , それ (視覚 ) は 真実 で ある 。Anaharyapacana 祭 火 
は 聴覚 で あり , それ (聴覚 ) は 信 で ある 」。 
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(168) 阪本 (後藤 ) 純 子 


[唱え な が ら ]。 そ の 場合 , あ の 太陽 (Adiya) で ある な ら ば , あれ を その ( 責 供 
され た ) 視覚 で ある と [人 々 は ] 思っ て いる の だ 。 献 供し て いる [人々 は ] あれ ( 太 
陽 ) を この よう に し て これ ( 火 ) に [自分 は ] 献 供 し て いる と 思っ て いる の だ 。 視 
覚 は 真実 な の だ 。 真 実に より Agnihotra を 献 供する こと に な る , この よう に 知っ て 
いて 貢 供 する な ら ば 。 真実 を 支配 する も の (avjszz- : 72g- の 6s 構文 一 注 19) 
と な る (joyg が 7),. この よう に 知っ て いる な ら ば 。 
て KS VI 1:49.16 [Agnihotra] c2&sz vgv2 s2 747 sv272 7 の 777 ep の の の の "gg727 
の 77 か の 7 が 7 ge7 の が ル の 7 が ev る の 7 が 5y の 7o7 が の 7 の 7 の 7 s の が 272 の 720 の の 727777 6y の 
2 2 の 27 の 2 の の es6 7 ev の 9777o が 2. SV の s-3vy va97y27 の gg が 2yyg7D の 77 77 が 7 の 
/77272722 
まさ し く 自 分 自身 の 視力 を , 彼 (Prajapau) は その 時 , 献 供し た , あそこ ( 天 ) の 
太陽 (Adirya) に 他 な ら ぬ も の を , 「 火 に 光 を 。 光 を 火 に 。」 と [唱え な が ら ] ( つ 2 
2.)。 ほ か な ら ぬ 光 を 光 に 献 供 し た こと に な る 。 ブ ラブ マン を 献 供し た 。 真実 を 坪 
供し た 。 他 な ら ぬ あそこ の 太陽 を その 時 , 献 供 し た 。 ほ か な ら ぬ これ が Agnihotra 
(の 供物 ) で ある か ら 。 朝 毎 に [その 者 は ] よ り 良 い 状 態 に な る , その 者 の Agnihotra 
が この よう に 立 供 され る な ら ば 。 
TB も 類似 の 神話 を 伝え る が , 「 真 実 」 に は 言及 し な い 。 ま た 「Prajapati が 火 に 
太陽 を 獣 供し た こと 」 を 祭 火 設置 者 が 知っ て いれ ば , 祭 官 が 彼 の Agnihorra を 
1 >2 日 間 怠 っ た 場合 で も , Agnihotra が 献 供 され た こと に な る と いう 見 解 は , 
目 然 現 象 を Agnihorra と みな す 点 で , VadhAnv の Vajasaneya 説 に 近い (一 6.3.) : 
TB TI 1.6.4f. [Agnihotra] … (d) 2pg7 が 7 の ev2727 57727227g7 ge7777 ev の の ev の 7 が 2 
P7 の 廊 272277 577972. SO 7Y9 2727 の 7 の 7 の y7 が 2 /4/ prg72pg7 が 7 6 の 7 pg の の vg77272. 5 
77 の Or の 7 の eyO 472 97 か 77 6 が 497 の 77 の 77772. 放 放 27 の P の 7 の 7 の の の V の 7772. /27 の 
り 7 56 777 の 7477 の の の yo の の の 7 の 7 の 07 72yg7。 ) の ev の 7 v27g. (e) 72y2 ysy2p の 7 vi の sg 
4727K2277 72 の yg の 7 672 が 7272 ev2yyg の 2vg77. gs の 7 が 2 が の の の 'g 廊 の が 6 が. 
Prajapai は 神々 を 自身 か ら 創 出す る に あたり , 他 な ら ぬ 火 を 神々 の 最初 の も の と し 
て 創出 し た 。 そ の ( 火 ) は 他 に 捕 所 され る べき も の ( 献 供 さ れる べき 犠牲 獣 ) を 


39 一 連 の 作業 の 最初 の 行為 (「 捕 捉 す る 」) に より 作業 全体 (「 捕 所 し 犠牲 と し て 献 供 
する 」) を 指示 する 表現 形態 に つい て は , cf. T.Got6。 “Funktion des Akkusativs und 
Rektionsarten des Verbums 一 - anhand des Altindoarischen 一 ". Indogermanische Syntax 
ー Fragen und Perspektiven 一 , 2002,40f.: 印度 学 仏教 学研 究 24-2, 1976. 1009f. 
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「 究 極 の Agnihotrra」 を 巡る Janaka 王 と Yjnavalkya と の 対話 (169) 


見 出さ な か っ た の で , Erajapat へ と ぐる り と 向き を 変え た 。 そ こ で 彼 (Prajapati) 
は 死 を 恐れ た 。 彼 は あの ( 天 に いる ) 太陽 を 自身 か ら 作 り 出 し た 。 そ れ (太陽 ) を 
[ 火 に ] 献じ て , 逆 方 向 に 向き を 変え た 。 そ の 結果 , 彼 (Prajapa) は 死 を 回 避 し 
た の だ 。 この よう に 知っ て いる な ら ば , [その 者 は ] 死 を 回 避 す る 。 そ れ 逆 に , こ 
の よう に 知っ て いる [ 祭 火 設置 者 ] の [Agsnihora を 祭 官 達 が ] 1 日 間 か 2 日間 か 
献 供し な い (3.PI.pres.indic.) 場合 [に も ], 彼 ( 祭 火 設置 者 ) の [Agnihorra] は 
供 さ れ た こと に な る 。 あ の ( 天 に いる ) 太陽 が Agnihora (の 供物 ) で ある の だ か 
ら 。 

Prajapati の 最初 の 献 供 に お いて は , し か し , 火 が 上 既に 創造 され て 存在 し て いる 。 

Yajmavalkya の 返答 で は , 火 さ えも 存在 し な い 場 合 の 献 供 が 語ら れ て いる 。 

火 が まだ 人 間 界 に 存在 し な か っ た 時 の 献 供 に つい て は Manu の 神話 が 想起 さ 
れる : 人 類 を 滅亡 させ た 大 洪水 の 後 , 一 人 生き 延び た Manu は , 火 が な い の で 
水 達 に 乳 製品 を 献 供し 続け そこ か ら 女 神 Idaa が 生ずる (SB-MI8.1.7 て SB-K HI 
7.5) 。 Ida の 息子 Puraravas は 天上 界 の 火 を 人 間 に も た らし た と され る “。 

SB-M I 8.1.6 .… gg 2 7 s の yp7g 朗 7 か iy272-. ze 7 の 77 eV の 太 27 p の 775757se. / 
7 . 5 の 7cg7 Cc の yg729 CGCg79 772K2727./ 727 の の 7 2 ん gy が の 267e. 5@ 8777277 2777 
7 の 5 の 7 の の g の 7 7 co ん 27 の . 2 sg が gg76 yoOs7 spg の vg. 52 7 
の 27 の ev の 62y の yg. 72yy の 7 7 S72 の 87772772 Ge s の 77775777. 
6 . … 大 水 が そ れ ら すべ て の 生物 達 を 運び 去っ た 。 さ て ここ ( 山 ) に Manu だ けが 
一 人 残っ つた 。 7 . 彼 は [ 讃 王 を ] 唱え つつ 精 励 し 続け た (現在 分 詞 士 cgr), 子 駒 を 
欲し て 。 その 場 に お いて , 家庭 祭 ⑰2Xzyg 放 2-) に よっ て で は ある が () 自ら の 
た め に 祭っ た 。 彼 は 溶かし バタ ー (gz2-), 酸 乳 (222 太 -), 乳 疾 (zz2sz-), 生乳 
と 酸 乳 の 混合 (2zs2-) 等 を 水 達 に 貢 供 し た 。 そ こ か ら 一 年 後に 若い 娘 が 生じ た 。 
彼女 は ] 度 , (あちら へ 一 歩 こ ちら へ 一 歩 と ) 足 を 踏み つつ Gterative pgg) 現れ 出 
た 。 彼 女 の 足 跡 に は , その 度 毎 に 溶かし バタ ー が 集まっ て いた (現在 形 十 gzz)。 
Manu の 献 供 の 話 に sz2g4- の 語 は 現れ な い が , 水 達 を szg274- に 等 置 する 思 
想 は プラ ー フ マナ 最 古 層 か ら 広 く 知 られ て お り , バラ モン 学者 達 の 常識 に な っ 
て いた と 考え られ る (一 4.3.)。Manu は また , ggd52- の erg- 「 信 じ る 思い を 目 
34 VadhAnv 1 1 一 2「Purnravas と Urvasil : cf 後藤 敏文 , 御子 上 恵 生 記念 論集 , 2004, 
845 一 868 : Fs.Narten, 2000, 97-110. な お SB XTI 5.1.5 お よび BaudhSS で は py2vgs- 
は gz24- Hida- の 息子 」 と 呼ば れる 。 


0 


(170) 阪本 (後藤 ) 純 子 


分 の 神 と し て 持つ (者 )」 と し て 知ら れる (SB {I 1.4.15) 。「 信 じ る 思い oc. 
$7g922y2z) に 献 供 され た 」 と いう 神話 は 他 に 見 つか ら ず , Manu に よる 水 達 
へ の 貞 供 が その 源泉 で ある 可能 性 が 高い 。 な お 水 へ の 献 供 は , 祭 火 を きり 出せ 
な い 場 合 の 祭 火 の 代用 “に 留まら ず , 火 へ の 献 供 と は 独立 し た 古い 起源 に 遡る 
可能 性 が ある *。 

sgg272- と 動詞 Ozo-) 「( 供 物 を 祭 火 に ) 注ぐ , 献 供する 」 と の 結合 に 
関し て は 次 の 2 例 が 注目 され る : 1 ) 422 記 ygg「 信 じ る 思い を (神々 
が ) 責 供 する 」BAU VI 2.9 ^ ChU V 4.1 [ 五 火 二 道 説 胃 頭 ] (cf の 77779777 の PS 
「 不 死 で ある 水 達 を (神々 が 献 供する )」JB 1 45) : 7zg が 4-「 信 じ る 思い 」 が 


6zgy 「 水 達 」 で ある こと が 議論 の 前 提 と され る (一 4.3.) : 2 ) sg9g2yg7 十 る .… 


ogyyg76 ・ Agnihotra 用 乳牛 か ら 搾 っ た 乳 を すべ て 流失 し た 場合 , 他 の 和牛 か ら 
搾っ た 乳 を 神格 222-「 信 じ る 思い 」 に 献 供する こと を 指示 する : 
AB V 27.10 三 VITT3.14 [Agnihotra] …yg の y vg sg7y の 7 5 放 72 が 7 yy2 の , g 太 277y の 77 の 277 
7277 の 45d77D 7e72 02 の. み 7 evg 7 の の 72yg7 7O77G77. 5 の 72 が 9 の 7 の yg9c77 が 7 
も ゃ し, また , 全て (の 牛乳) が 「 大 地 に ] 注 が れ た (こぼれ た ) の で ある な ら ば , 
その 場合 に は 他 の [乳牛 ] を 呼び . それ (その 乳牛 ) を 擁 乳 し , それ (新た に 挫 ら 
れ た 乳 ) に より 献 供 す べ き で ある 。 し か し な が ら , [その 新た に 搾 ら れ た 乳 は ] 
gd が 2- 「( こ の 祭 式 が 効力 を 持つ こと を ) 信じ る 思い 」 に 対し て 献 供 さ れる べき 
な の だ "。 そ れ が その 場合 , 過失 の 償い (pyZyzscz7z-) で ある 。 


3o TS IT 3.7.1 一 5 Sadvimsa B IV 1.12 (Ed. Sarma V 1.12) : 祭 火 を きり 出せ な い 場 合 
順次 , 普通 の 火 , 雌 山 羊 (TB 雄山 羊 の 耳 ) , バラ モン の 右手 , darbha 草 (kusa 草 ) 
の 東 , 水 達 に 献 供する 。 
36 例え ば , ソー マ 祭 の 本 祭 (Sutya) の 朝 , 流れ る 水 に バタ ー を 献 供 し , RVX30 (Apam 
Napat) を 朗 詠 : cf T.Goro, Rig-Veda [Erster und Zweiter Liederkreis], 2007. 813ff 
[Komm. zu I 182] : CarANp-HENsy 141:125d : 筆者 : 印 仏 研 54-2. 2006,897, PFs. 
Kingenschmitt, 2005, 186f. 
97 3$g92ygz は 語形 上 は 3 通り の 解釈 が 可能 で ある : 1 ) 4 寺 記 (jo- の の 間接 目的 
語 を 示す dative( 献 供 を 受け る 神格 ), 2 ) 4 の 直接 目的 語 で ある Dartitive genitive 
(供物 ), 3) 前 置 詞 # に 支配 され る ablative (「 て まで 」 : 通常 は abl. の 後に の 。 
文脈 上 , 新た に 搾 ら れ た 乳 が 供 物 と し て 祭 火 に 献じ られ る と 考え られ る の で , 1 ) 
が 適切 で ある 。 yzg22ygz お よび 文 全体 の 意味 に つい て は 様々 な 解釈 が ある (いづ 
れ も 筆 者 と 異な る ) : Haug “alone in/with? faith”。 Keith “only in faith", Geldner “nur in 
Gedanken, durch Gebet, ohne Material zu vollziehendes Opfer', Kohler “dazu aber mub 
man der Sraddha eine Spende darbringen”, cf. Kohler。 Srad-dha in der vedischen und 
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[究極 の Asnihorra」 を 巡る Janaka 土 と Yajmavalkya と の 対話 (171) 


祭 火 の 代用 と し て の yzg472- に (ocgne) 貢 供 する の で は な く , 神格 と し て 
の gg が 2- に 対し て (ge) 献 供する こと を 述べ て いる が , 正規 の 供物 を 失 
い 代 苦 物 で 貢 供 する 場合 , 22 「 信 じ る 思い 」 が 不可 欠 の 役割 を 果たす と 
いう 点 で Y 紹 avalkya の 返答 に 共通 する 。 

Prajapati 神話 と Manu/Ida 神話 と を 重ね 合わ せる と 「szp4- で ある 視 カ 太陽 
が 72g272- で ある 水 達 に 責 供 され た “\」 と いう こと に な る 。pPrajapat 神話 で は 
火 の 存在 が , Manu/Ida 神話 で は 水 の 存 在 が 前 提 と され る 。! 一 切な に も 地上 に 
存在 し な か っ た 太古 に お いて 真実 が 信じ る 思い に 貢 じ られ た 」 と いう 
Yajmavalkya の 返答 は , 両 神話 の 統合 か ら 火 ・ 水 の 存在 を 消し 去り , 抽象 化す 
る こと に より 得 ら れ た 新説 で あろ うと 推測 され る 。 こ の 文脈 に お いて gd22- 
は 「(Agnihotrra と いう ) 祭 式 に 対し て 信 を 置く こと , その メカ ニズム と 効力 へ 
の 信頼 」 を 意味 する : この gg52- を 支え る の は , 祭 式 に お いて 発せ られ る , 
真実 で あり 実現 力 を 持つ 言葉 で ある (一 4.1.3., 4.3.) 。 

な お 「 真 実 を 責 供 し た 」 と いう Yajnavalkya の 返答 は , JB 1 23 の Viasaneya 
説 「 夕 は 太陽 で ある 真実 を 火 で ある 真実 に 献 ず る , 朝 は 火 で ある 真実 を 太陽 で 
ある 真実 に 貢 ず る 」 と 部 分 的 に 共通 する 。 前 者 , 特に JB I 19 の ヴァ ー ジ ョ ン , 
が 後者 BT 23 に 影響 を 与え た 可能 性 が 強い (-?6.5.)。 


4.1.3.【 現 実 の 対応 策 】 と ころ で , 神話 的 過去 の 出来 事 を 述べ た だ け の 
Yaimavalkya の 返答 に , 「 水 達 が 存在 し な い 場 合 に は , 何 に より [ 君 は ] 献 供 す 
る だ ろう か 」 と 現実 的 な 質問 を し た Janaka が 満足 し て 褒美 を 与え る 。Y の 人 答 
は 現実 問題 と し て 具体 的 に どの よう な 責 供 方 法 を 指示 し て いる の で あろ うか 。 
この 疑問 へ の 解答 は , 当該 文献 に 先行 する SB の 基本 的 Agnihotra 論 (SB II 3,1, 
1-39 : 5.6.) の 一 節 「 真 実 szp2- で ある 祭 詞 ys- に より Agnihotra を 献 供 す 
る 」 に 見 出さ れる 。 


altbuddhistischen Literatur (Diss. 1948), 1973, 33f. (Sayana SB XT 6.1.12 注 に 基づき 
yo の 72- Kraft der Herzens, de zum Opfer drangf” を 女性 神格 と みな し , Agnihotra と 
は 別途 に Sraddha に 供物 を 献 供 すべ き で ある と 訳す )。 

38 具体 的 に は 「 太 陽 が 水 達 [大 海 ・ 大 河 |] に 沈ん だ 」 と いう 光景 が 理解 され る 。「 夕 , 
太陽 が 世界 を 取り 巻く 大 海 に 沈む と , Nasatya が 救出 し , 船 で 夜 の 間 に 西 か ら 東 に 
運ぶ 」 神話 (Cf. T.Got6, Proceedings .… Harvard-Kyoto Roundtable, 2006, 253-283 : 印 
仏 研 29-2, 1991, 977-982) が Yajmavalkya の 念頭 に あっ た 可能 性 も 否定 で き な い 。 
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(172) 阪本 (後藤 ) 純 子 


EL 盾 時 


SB IL 3.1.30 [Agnihora] zgz7 の 2 か の の 記 gg7 作 sy が 2 の , の 7g p7277 syo の 6 か 97 
s77yo7 sv の 2 が. 727 sg の 6 が ygfe。 
[ タ べ に は ] 「 火 が 光 で ある , 光 は 火 で ある , sw242」 と [唱え る ] 。 次 に 朝 に は 「 太 
陽 が 光 で ある , 光 は 太陽 で ある , sjz」 と [唱え る ]。 そ の 事 に よっ て 他 な ら ぬ 真 
実 「 で ある 祭 詞 ] に より 献 供 され る 事 に な る 。 
「 祭 詞 ・ マ ント ラ が 真実 で ある 」 と いう 観念 は 他 の ブラ ー フ マナ に も 共通 す 
る ! 
KBTII8 (Bd.Sarma TL 6) [Agnihotra] 2sz か Do の の が 2g72 が 万 7272 Do が 7 sg が 2 の 7 が 
7 の の. 5 の ゞ 7 Pd47. 725Y2VG72 D27729y の 977 の 2 が 27 の YO の vg. … syo 7 の 7 が Do が 7 
S2779 7 が. 7277 OZ sg が が か の 7 の 72. 5 sq の 7 Do な が. 7ZsyGy が が VO が 7 6 が 772 
S の の 272 の YO の gy の 7. 
[| タ べ に は ]「 火 が 光 で ある , 光 は 火 で ある 」 と [ 祭 主 は 唱え る ]。 光 で ある それ ( 火 ) 
を 光 で ある と 言う 。 彼 ( 祭 主 ) は 真実 を 言っ て いる 。 彼 の , 言葉 か ら 成り 立つ この 
「 目 己 (人 格 主体 : azgz-)」 は 真実 か ら 成 り 立 つも の と な る 。… [ 朝 に は ] 「 太 陽 
が 光 で ある , 光 は 太陽 で ある 」 と 「[ 唱 える ]。 光 で ある それ (太陽 ) を 光 で ある と 
言う 。 彼 の , 言葉 か ら 成り 立つ この 「 自 己 」 は 真実 か ら 成 り 立 つも の と な る 。 
SB I 3.1.28 [ 新 月 満月 祭 , バタ ー を 清め る 儀礼 (一 4.6. 未 ) ] s4 gs4 ZZ ev4 の か gy. 
その よう な この マン トラ は は 真実 に 他 な ら な い 。 
祭 詞 ・ 讃 歌 な どの マン トラ は 7 ヵ 44-「 宇 宙 の 理 法 」 に 基づく 2 が zzz ヵ -「 実 現 カ 
を 持つ 言葉 」 で ある か ら , 当然 szp4-「 真 実 」 で あり (一 注 1., 3.3.) , 同時 に gg72- 
「( 祭 式 に 対す る ) 信頼 , ( 祭 式 が 効力 を 持つ こと を ) 信じ る 思い 」 の 基盤 で あ 
る (一 B.4.3.)。 
従 つ て , ! 何 も (供物 が ) 存在 し な い 時 , どの よう に Agnihotra を 献 供する 
の か 」 こ と いう 間 い に 対す る 現実 の 対応 集 は , 「 自 分 の 『 信 じ る 思い 224-』 
に 『 真 実 szp2- で ある 祭 詞 ys-』 を 唱え か ける 」 と いう 事 に な る 。 


ーー ーー こ 
4.2.【 対 話 の 比較 : JB と SB-K】 
JBT19 
729 の 72 72 ん O vgzdeo yyg/Kyg72 の P79C2。 ve が 2 の 7 な 77 Y の 7gyo/ が 2 太 ./ vege が 


ovgCg. / 太 72 77./ Py 7 が / 27 pgyO 7 の S797 ん eg 777 の 太 . / yyovg の の 72 太 . / yg の 


り 77 が DGP の 7 7 の Sg7272 en 7 の 7 が / yg の gy の の 27 の 7 767e7. / yo の gygg 727y の 7 7 の 
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sy7 ん ezg 7 の 訪 ./ の gy2 の 7 os の 7 の 77 7 訪 . グ ygg の gy2 os が Zyo 2 sy eg 
及 太 の 4 の. /g の 5 が 7 太 . グ gg の o ng sy eng 7 の 2 硫 ./ sg ovgcg, 9 D2 2 2777 太刀 
cg の s77. og7 が gg の ( 注 30). zzyefgpg 7 sg の GS37gd の 272y272 万. / 7 刀 好 oy2cg, 
ye777 み eo が 777 72 記 gg 2 の 7 の 9 76 S7。 Ss7 の 7 の gy の の gg 77. / 
それ (導入 部 の 内 容 つ 4.7.) に つい て Vidqeha の 首長 Janaka が Yajmavalkya に 質問 し 
だ (pett) 3 人 【 君 は 1 知ら て ゆい る が Asmihotla を 。Y よ 」 と 。 1 知ら て で いる 」 と 言う 
た 。「[Agnihotrra と は ] 何 か ] と 。「 和 牛乳 で ある 」 と 。「 和 牛乳 が 存在 し な い 場 合 に は , 
何 に より [ 君 は ] 献 供 する だ ろう か (opt.) 」 と 。「 米 と 麦 と に より [私 は 献 供する 
だ ろう ]」 と 。「 米 と 麦 と が 存在 し な い 場 合 に は , 何 に より 「[ 君 は ] 柚 供 する だ ろう 
か 」 と 。「 他 の 穀物 が [ある ] 場合 に は , それ に より 」 と 。「 他 の 穀物 が 存在 し な い 
場合 に は , 何 に より [ 君 は ] 献 供 する だ ろう か 」 と 。「 荒 野 に 自生 する 草 達 に より 」 
と 。「 荒 野 に 自生 する 草 達 が 存在 し な い 場 合 に は , 何 に より [ 君 は ] 献 供 する だ ろ 
うか 」 と 。「 水 達 に より 」 と 。「 水 達 が 存在 し な い 場 合 に は , 何 に より [ 君 は ] 評 供 
する だ ろう か 」 と 。 そ こ で 彼 (Yajiavalkya) は 言っ た : 「 こ こ に は (地上 に は : 2) 
その 時 (原初 の 時 : が), 一 切 何 も 無かっ た の だ (Gpf)。 そ こ で こう だ ( 往 30)。 
まさ し く ぐ 議 供 され た Gipf.'2zzye7gzyg : 注 39), 真実 が , 信じ る 思い に 」 と 。 彼 に 
[Janaka は ] 言っ た : 「 君 は 知っ て いる , Agnihotra を , Y よ 。 君 に 表 散 あれ 。 千 | 
頭 [の 和牛 ] を , 先生 よ , [私 は 我々 は ] 与え る (pl.gzgzzgs)] と 。 | 
SB-K II 1.4.3-4 


2 2 が 2772 の v272e7o y2 記 vg7o Pop7gc72. 7 万 の vg7Kyg Ve が 7 が 27 が oO7297 太 . 
yegg sg72797 7 が ov2cg. Py の ev677.y97 pyO 7 の 2vfsyg7。 ん 7 が Osyg 万 Y77ygy2 の 772 

(Ed. Kalyan-Bombay ry77 太 ygvg の py2) 契 ov2cg. y29 yryov27 7 の /242A9/2777/7 
ん 2z27osyg の . の gy の 7 の sg の 7 の 太 . y29 772 0sgd が gyo pgvisyo72 2 が Osyg 7 の 
V7 ん sp が 27277 77. 9 の 4277727/77】 9 の 2yfsyg7 ん 22 が osyg の. gg の の 7 万 ovgcg. y29 2 の o 
79 の gyfsyg7 ん 2727Osyg 万. sG 7Ov2co. 6 PD の 7 Sg727 の 7 770 pro 677 cgz の s77. 6 が og が 2 の ( 注 
30). 427zygf2p の sg の の 7 57ggg7Zy272 7 /3/ s2 ov2cg. 72 の 5 6 57 7 の 7gyg7. 
ye772e777o7 の 7 が . sg が 57g72 gg が. (以下 , 問答 歌 ) 


(3) そこ で この 事 (導入 部 の 内 容 一 4.7.) に つい て , Videha の 首 長 Janaka が 


39 Bd. Ogsrgr [K1. Schr. 109-111| ( 才 Mss. 7zyg72 yo gyg7pg) , Bd. RAGHU VmRA g 
yg yg (v.1. gzygzgyg) jcf. VadhAnv gyo72 pg ( 注 77, 6.1., 6.4.). -g7- て - の た 
に 関し て は 注 40 を 参照 。 
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(174) 阪本 (後藤 ) 純 子 


Yajmavalkya に 質問 し た (perf) : 「Y よ , [ 君 は ] 知っ て いる か , Agnihotrra を 」 と 。 
「 知 っ て いる , 大 王 よ 」 と 言っ た 。「 他 な ら ぬ 和牛 乳 で ある 」 と 。「 も し 牛乳 が 存在 し 
な いと し た ら , 何 に より [ 君 は ] 献 供 する の で あろ うか (cond.) 」 と 。「 米 と 麦 と 
に より [私 は 獣 供 で あろ う ]」 と 言っ た 。「 も し 米 と 麦 が 存在 し な いと し た ら , 何 に 
より [ 君 は ] 貢 供 する の で あろ うか 」 と 。「 荒 野 に 自生 する 草 達 に より 」 と 。「 も し 
荒野 に 自生 する 草 達 が 存在 し な いと し た ら , 何 に より 「[ 君 は ] 献 供する の で あろ う 
か 」 と 。「 木 の 果実 達 に より 」 と 。「 も し 木 の 果実 達 が 存在 し な いと し た ら , 何 に よ 
り [ 君 は ] 献 供 する の で あろ うか 」 と 。「 水 達 に より 」 と 言っ た 。「 も し 水 達 が 存在 
し な いと し た ら , 何 に より [ 君 は ] 献 供 する の で あろ うか 」 と 。 そ こ で 彼 
(Yajmavalkya) は 言っ た : 「 大 王 よ , ここ に は (地上 に は : Zzzs) 原初 の 時 (Zgzz)。 
何で あれ 一 つも 無かっ た の だ GpfE)。 そ こ で こう だ ( 注 30)。 ま さ し く 伺 され た 
(Gpf. 422yefgp6) , 真実 が 信じ る 思い に 」 と 。(4) そこ で 彼 (Janaka) は 言っ た : 
「 君 に 表敬 あれ , Y よ 。[ 君 は ] 知っ て いる , Agnihotra を 。 千 頭 [の 牛 ] を [私 は ] 
与え る 」 ど 。 
SB-M, SB-K と JB は , 対話 部 分 に お いて 発言 内 容 も 言語 表現 も 著しい 一 致 
を 示し , 相違 は 細部 に 限ら れる 。 い ずれ の 場合 も SB-M が 最 古 形 を 示す と 考え 
られ る ・: 
1) 供物 の 代替 で は , 「 他 の 草 達 (一 注 29)」 が SB-K に 欠け , JB で は 「 他 の 
名物 」 と な る 。「 樹 木 に 属す る も の (果実 , 葉 , 樹皮 , 根 , 等 )」 は jB に 欠 
け , SB-K で は 「 木 の 果実 達 」 と され る 。 
2) Yajmavalkya の 最後 の 答 の キー ワー ド 4』j ヵ ggp24 「 ま さ し く 柚 供 され た 」 
が JB の 写本 で は gz mg (2yee 十 pg) 等 の 崩れ た 形 で 伝承 され て い 
る ( 注 39)。 伝 承 過程 に お ける -gz/gz- と -g/g zz- の 交 共 は 珍し く な く $ 同 
じ 現 象 が VadhAnv で も 見 られ る (6.1., 6.4., 注 80)。 こ の 動詞 を 修飾 する 場 
所 と 時 の 副詞 が , SB-M/JB の 浪 4 ぬ 7 に 対し SB-K で は gy 2g7e で あり 」 
その 前 に 「 大 王 よ 」szz727 が 加わ る 。 
3) Janaka の 最後 の 言葉 に JB/SB-K で は 「 君 に 表敬 あれ 」 と いう 讃 辞 が , JB 
で は が gggvgy と いう 呼び か けが 加わ り , 褒美 の 「 雌 和牛 百 頭 」 が 「 千 頭 」 に 


Ia] か ら [ 品 ] へ の 音韻 変化 に 伴い , 表記 も -g- か ら -gz- な いし -g に 変化 す 
る : cf. K.Hoffnann, Aufsatze zur Indoiranistik II 553 Anm.4 : AiG 40. Nachtr. 24 ・ AB 
VI 21.10 sg か ayg777 yg か 2vg77 AB VIHI 13.6 = SankhSS XV 17. 
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「 究 極 の Agnihotra」 を 巡る Janaka 王 と Yajnavalkya と の 対話 (175) 


増え る 。 SB-M/-K の 単数 形 gg 「 [私 は ] 与え る 」 が JB で は 複数 形 Zzzos 
「[ 我 々 は ] 与え る 」 に 変わ る 。 

4) SB-K で は , Janaka の 質問 に お ける 条件 文 と 帰結 文 の 動詞 が , 他 グ ヴァ ー ジ ョ 
ン の optative に 対し , conditional (4 の 2vjsyg7。 27Sy7276 。 の の 7 の V7SY7 
gosyygy) で ある 。 可能 性 を 表現 する optative に 対し , 非 現実 の 仮想 を 表す 
conditional を 用 いる こと に より , この 対話 の 現実 性 が 希薄 と な り , 抽象 的 な 
哲学 的 議論 の 趣 を 与え る 。 | 


4.3.【sgng- と s/gg978- 】 Yajnavalkya の 返答 の 中 核 で ある 「 真 実 」 szp4- と 「 信 」 
ggg2- の 意味 を 簡単 に 考察 し た い 『。 

sg が 7 の - は 動詞 zy「 存 在 す る 」 の 現在 分 詞 s2zz/sgr- か ら 作 られ た 形容 詞 (中 
性 で は 抽象 名 詞 と し て も 用 いら れる ) で 「 真 に 実在 する (こと ), 必ず 実現 す 
る (こと ), 真実 , 真実 在 , 真理 」 を 意味 する 。 一 時 的 な 現象 で は な く , 「 恒 和久 
不変 で , 必ず 実現 し , 常に 有効 」 と いう 概念 を 指し , 特に 言語 活動 に 用 いら れ 
る 。sgp の zz vggg7 「 真 実 を 語る 」 と いう 事 は 「 そ の 者 の 発言 が 不変 の 事実 で あ 
る , 必ず 実現 する 」 事 を 意味 し , 祭 火 設 置 者 な いし 祭 主 の 第 一 の 責務 yz2- と 
され る (一 4.1.3. KB HI 8)。sgp4- の 持つ この 重い 意味 の 上 に sgpgv22g- や 
sg の の 2- 「 真 実 語 に よる 祈願 の 実現 」 が 成り 立つ 。 47zgz- (nt.) の 原義 が 
7 の - 「 宇 宙 の 理 法 」 に 基づく 「 正 し く 発 せら れ た 実現 力 を 持つ 言葉 」( 証 責 -, 
祭 詞 ys- 等 ) で あり , そこ か ら | 言葉 の 持つ 実現 力 」, 更に 「 宇 宙 を 動か す 
原理 」 へ と 発展 し た 事 も , 同じ 精神 風土 が 生み 出し た と 言え る 。 

57 の g2 は 人 ・ 神 ・ 言 葉 ・ 行 為 ・ 理 論 な ど 様 々 な 対象 (dattve) に 対し て | 信 
を 置く , 信じ る , 信頼 する 」 の 意味 で 広く 用 いら れる 。「 信 じ る 」 こと いう 行為 
は 「 そ れ が 真実 で ある と 思考 する 」 事 で あり , sgp4- 「 真 実 」 と 鐘 z222-「 信 」 
と は 表裏 一 体 の 関係 に ある 。sgp2- 「 真 実 」 と szgg42- 「 信 」 の 組み 合わ せ は 
多数 あり , 典型 的 な 例 を 挙げ る : 「 

KB VI 10.4= AB VIE 10.4 [Agnihotra : 妻 の いな い Agnihotrin ] 
37 の 72 pg777 y27 の の 72 YO7 の 727 の 7. 97 の dd72 sd の の 77 7 の 2777672 7 の 777. 
「 信 」 が 妻 で あり 「 真 実 」 が 夫 で ある 。「 信 」 と 「 真 」 と は 最高 の 夫婦 ( 対 ) で ある 。 


41 Cf. 後藤 敏文 「 サ ッ テ ィ ヤ sgp2 と ウー スィ イア oooie」, 『 古 典 学 の 再 構築 』 ニ ュー ズ 
レタ ー 第 9 号 , 2001, 26 一 40 : 本 誌 掲載 「42Zj2-, c7ego の 語義 と 語形 に つい て 」。 
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(176) 阪本 (後藤 ) 純 子 


BAU VI 2.15 (=SB-M XIV 9.18) [ 五 火 二 道 説 (天道 説 冒 頭 ) ] 

76 yg 672g ev277 D7 の 7 / ye c2727 の 7Gye S722727 5 の の 7 7 の 25g7e .… 

この 事 ( 五 火 説 ) を この よう に 知っ て お り , か つま た , 未開 地 に お いて 信じ る 思い 
を 真実 で ある (必ず 実現 する ) と 崇拝 し て いる 人 々 は .… (死後 , 炎 の 道 を 通り プ 
ラフ マン 世界 の 最 奥 に 住み , 再び この 世に 戻ら な い 。) 
VadhAnvII8 (Ed.IkAmr 三 TH5.2 : Caranp IT no.36) 

7257 の 2 gg が 7 が ん 2 p72 が 57 が 677. 72syyo 7 ( 学 CArANp : 727 27) sg の 4 cgfvg gg が 5 7 の 772 


77772. 


「 役 ( 祭 主 ) の 行き 先 (sg な .) は 何 か , 立脚 地 (⑰zzs が 2-) は 何 か "」 と [議論 さ 


れ て いる ]。 彼 の 行き は , また , つま り , 他 な ら ぬ 真実 で あり , 信じ る 思い が 立脚 
地 で ある 。 
ygg72- 「 信 を 置く こと 」 が 感情 の 次 元 の 問題 で は な く 訪 2zzs- 「 思 考 活動 」 
で ある こと は , 下記 TSI6.8.1 の よう に ブラ ー フ マナ に 明言 され , また gg72- 
295- 「 信 と いう 思考 を 持っ て いる 」( : 祭 主 , RV II 26,3) 等 の 複合 語 か ら も 
示さ れる 。 
$gg72- の 根底 に ある の は , 対等 の 立場 に 立つ 者 の 間 に 成 り 立 つ , 一 種 の 「 契 
約 」 の 実現 に 基づく 信頼 で あり , 「 絶 対 者 へ の 全面 的 な 帰依 と 服従 」 と いう 意 
味 で の 信仰 で は な い 。RV で は 神 ( 々 ) と 人 と の 間 に , 人 が 讃 辞 と 供物 に より 
入 ( 々 ) を 満足 させ , 神 ( 々 ) が 人 の 願望 を 成就 させ る と いう gsive-and-take の 
信頼 関係 が 認め られ る 。 祭 官 と 祭 主 の 問 に も , 祭 式 執 行 と 祭 官報 酬 2zkszz- の 
交換 に 基づく 同様 の 信頼 関係 が 存在 する 。 祭 式 の 発達 と と も に , 言葉 が 正しく 
発 語 され , 行 作 が 正しく 行わ れれ ば , 神々 は それ に 支配 され , 祭 式 の 目的 が 必 
す 成 応 す る と いう 考え 方 が 支配 的 と な る 。 神 々 は 拒否 権 を 失い , 自由 意思 の な 
い , いわ ば 祭 式 と いう メカ ニズム の 部 品 の よう な 存在 と な る 。 神 々 お よび 祭 官 
の 好意 と 能力 に 対す る 信頼 は 祭 式 の 重要 な 要素 で は ある が , 祭 式 に お ける 
ggd72- は 何より も 祭 式 の メカ ニズム その も の を 対象 と する よう に な る 。 す 
な わ ち 「 祭 式 が 正しく 機能 し , 祭 式 に お いて 発せ られ た 言葉 が 必ず 実現 する , 


42 Cf SB 1 3.5.11 prg7zs7 が 6- 王 g27- 三 y4 es pg が 7 1 太陽 」 :JBT25 [Janaka] 該 -「 出 発 
点 」 三 ggz-「 祭 火 」, gg が -「 到 着 点 」 zog-「 太 陽 」 : SB XI 6.2.4 [Janaka 五 火 


説 ] 7 太 @77-「 歩 み 出る こと 」, gs27-「 行 き 先 」, ya7s が 4 「 立 脚 地 」, 7 か な -「 満 足 」, 


72 た の @v77 が - 「 回帰 」。 


sn409 


究極 の Agnihotra」 を 巡る Janaka 王 と Yajmavalkya と の 対話 (177) 


祭 式 の 目的 が 必ず 成 計 す る 」 と 信じ る こと , 更に 「 祭 られ た 祭 式 の 効力 (ss 放 -)“ 
が (死後 も ) 不滅 で ある 」 と 信じ る こと で ある 。 

祭 式 の 成功 に は syggd2- 「 信 」 が 不可 欠 で あり , 「 信 」 を 捕捉 する た め に 祭 
式 開始 時 に 「 信 」 の 象徴 た る 水 達 を 東 (Ahavaniya 祭 火 ) へ 導く 儀礼 を 行う (MS 
I 4.10:59.2-6 ^ KS XXXIT 7:26.12-16 ) MS TV 1.4:5.18-6.5 ー TS T 6.8.1-2 て 
8 の 8) 。 

TS { 6,8.1-2 [aistikayajamanavidhih] y2 v2 ggg27 の 27g の yg yg 訪 の 2 の ye, 
9syes72y 5799 gg7e. / の の 7 p7 の 7 の 2y77. 57 の 2 yg 2 の g 79727 ev272 の yg yo 訪 7 の 
y97272。 7 の 7 の ye yo 9evg72 の 457 の 972y の 57 の 9227e..… 7 の P7G 7GyO77-. の が D の 7 
777777///4 22777572772777727//42877797772 
「 信 (252-)」 を 捕捉 せ ず に 祭 式 に より 祭 主 と し て 祭る な ら ば , 彼 に より 祭 ら 
れ た も の (4-) に [神々 ・ 人 々 は ] 信 を 置か な い の だ 。 水 達 を 東 (Ahayaniya 祭 
火 ) へ と 導く 。 水 達 が 「 信 」 な の だ 。 他 な ら ぬ 「 信 」 を 捕捉 し て か ら 祭 式 に より 祭 
主として 祭る こと に な る 。 神 々 と 人 間 達 の 両方 が 彼 に より 祭 ら れ た も の (ss 太 -) ( 
信 を 置く 。.… 思考 に より [ 水 達 を ] 東 に 導く 。 思考 は これ (pg デー タ sgg72- 信 ) 
な の だ 。 これ ( 信 : yz2252-) に より 当 の も の 達 ( 水 達 ) を 東 に 導く 。 
祭 主 の 死後 に お ける 「 祭 られ た 祭 式 の 効力 」zs2- の 不滅 も ! 信 」 2272- す 
な わ ち 「! 諸 世界 と 体内 の 水 達 の 不 減 」 に より 保証 され る “。 

gg772- 「 信 」 と 2pgs 「 水 達 」 の 同一 視 は 古く か ら 非 常に 広く 普及 し て いる 

REN ER 
遍 在 し , 形態 を 変え な が ら , 永遠 に 宇宙 を 循環 する 「 女 神 達 」 ey 刀 で あり , 

cs g72277g-, | 真実 」 sep の -, 1 不滅 」 Ks 廊 - を 象徴 する 。( 水 達 と 信 」 に 
関し て は 別 稿 と し て 発表 予定 。) 


43 zs4- (Og の 過去 分 詞 ) 「 祭 られ た も の 」 は 祭 式 終了 後 も 「 祭 られ た 祭 式 の 効力 」 と 


し て 天界 に 蓄 積 され , 死後 , 天界 に 上 昇 し た 祭 主 と 合体 し , 天界 で の 生存 基盤 と な 
る 。 仏教 の zz-「 業 」, ミー マー ン サ ー 学 派 の pyg- の 触 念 に 英 が る 。Cf. 筆 

者 , “Das Jenseit und js72-p72- “die Wirkung des geopferten-und-geschenkten” 妨 ge7 
yegzsc7ez Ae/7e7o ヵ ”"、 Indoarisch、 Iranisch und die Indogermanistik, 2000, 475-490 : 


17s72pz772- 『 祭 式 と 布施 の 効力 』 と 来世 」, 今西 順 吉 層 暦 記念 論集 , 1996, 862-882. 


44 ヨ 語 代名詞 は 原則 と し て 述語 名 詞 の 性 ・ 数 に 一 致す る 。p2z が 2zg7 に 合わ せ て 
2 と な っ て いな い 事 は , 指示 機能 (Deixis) が 強く , 述語 と 考え られ る 。 
45 KB VHI4 (Ed.Sarma VH6) [Soma 祭 Diksal Kesin Darbhya の 教 説 。 
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ROSE 


(178) 阪本 (後藤 ) 純 子 


4.4.【 間 答 歌 (Sloka) と 結論 
SB-M XI 3.1.5-8 


46 


47 


48 


【 問 答 歌 】722 め y e7e 3242. / "7 sy77 yidv27z の 7 の sg が 27 が o77 g776 の yy / Ko が 2 訪 
sv77 gyyg ん yg 2 が 2 が 27 が 7279 ge7 め が 7 7 太 2 の 7 sy7 sy27G の 7 の OS が 7277 の gyg77 が か 
ev9772 の. /5/ “y6 放 vfs7 が o の yg72esz / s9 2 が の 7gv95g72 7de ( 注 48) /72 が 2 727 gsyo 
gyyg77 太 記 2 sz727O 67 の 7 7 72272 eV の 72 の 27o. 7 の 77A777402A377777 の 2 の 20 の 7// 
pgvg77 な 6 "27 s2 7 の 77 pg72 が yo / の 7 が 2 太 か の 7722 の yg が / 25 の 7 592syog (Bd.K-B 
accent 欠 ) 万, 放 7 が g7772 yg 65y9 7 が な - 7 YO7 5 の の 7 の 77 pg76n@7 が 2727 の 7 の 722 の yo が 
ん 457 が 7 gy 5 が 472 の yg77 の か ev2 が 2 2 が 2. /7 グ “6 太 g27g 72es7 / PS 店 太 77 
79 少 め g /725777 525yg 7 が 727 が 7 8777e yg sy9 放 が yg な た” 7 が 7 の 7 eyg772 の. 【 結 
論 】 sz29 2 7 eygg77 が Oo な の 7 7 /8/ 

【 問 答 歌 】 (5) それ に つい て (対話 の 内 容 つ 4.1.) 更に , 次 の Sloka 達 が ある 。「 一 
体 何 を 知っ て いて , Agnihotra を 祭 主 と し て 行っ て いる 者 (2gz 廊 opz-) は 家 か ら 

(ge の yg が pL や ) 旅立つ の か : 一 体 ど の よう な の か , 彼 の Kavi“ (詩人 ) た る 能 
力 (《&2vyg-) は : どの よう に 「【[ 旅 行 中 の 彼 は 家 に 残さ れ た ] 諸 祭 火 と 結び つい て い 
る の か 」 と 。 まさしく 「 一 体 ど の よう に し て [現実 に は 旅 に 出 て いる ] 彼 が 家 を 離 
れ て 旅 に 出 て いな いと いう こと に な る の か 」 と , ここ で (この 歌 で ) 言っ て いる 。 
(6⑥) 「 諸 存在 の 中 で 最も 速い 者 (m.), その 者 (m.) が 旅 に 出 て いる 間 も , 知っ て 
いる 者 (Gm.) と し て , 知ら れ て いる (①2z)“ や 。 そ の よう で ある , その 時 , 彼 の Kavi 

(詩人 つ 注 47) た る 能力 は 。 そ の よう に し て , [旅行 中 の 彼 は 家 に 残さ れ た ] 諸 祭 
火 と 結び つい て いる 」 と 。 他 な ら ぬ 思考 を こと で (この 歌 で ) 言っ て いる 。「 他 な 
ら ぬ 思考 に より [ 旅 に 出 て いる ] 彼 が 家 を 離れ て 旅 に 出 て いな いと いう こと に な る 」 
と 。 (7?) 「 も し 彼 が [ 家 か ら ] 遠く へ と 去り , そし て その 地 で うっ か り し て いる 


g2- は し ば し ば 複数 で 用 いら れる : 複数 の 棟 か ら 成 る , 一 戸 全体 を 指す 。 第 3 ・ 
4 Sloka の 単数 gz は 祭 火 の 設置 され て いる 棟 (小屋 ) の み を 指す と 思わ れる 。 

「 特 殊 能 力 に より 時 空 を 超え て 見 る こと が で きる 詩人 (一 注 1) 」 で あり 恐らく バラ 
モン 階級 に 属す 。 従っ て Sloka に お ける Agnihorin は バラ モン と 推測 され る (一 2.1.)。 
y 「 知 る 」 の perf. med. : 受動 の 意味 で RV/AV/Manra に 用 いら れる (cf KivvEr。 
Stativ und Passivaorist 101 丘 . Das Perfekt im Indoiranischen 495)。 SB の アク セン ト 方 
式 で は yge Gz7「 見 出す 」 の inf) と も 解せ る : Daty-mfiniivy の 述語 的 用 法 に つ 
いて は SoArr, Die Infinitive im Rgveda 220 古 . 参照 2z は RV に 1 例 : 221)。 文脈 上 
は どちら も 可能 。Hosscn。 Gathaliteratur 112f. は 折 束 的 に 2 「 知 る 」 の if と し て 
訳す : “.…iSt als ein Wissender zu erkennen”. 
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「 究 極 の Agnihotra」 を 巡る Janaka 王 と Yajnavalkya と の 対話 (179) 


(Agnihotra を 失念 し て いる ) 場合 に は , どこ に 彼 の その 献 供 は 上 柚 じ られ た の で あ 
か , 彼 の 家 に お いて (ge sg. 注 46) [留守 居 の 人 々 が 諸 祭 火 に ] 上 献じ て いる [ そ 
の 責 供 ] は 」 と 。 ま さ し く 「 役 が [ 家 か ら ] 遼 く へ と 去り , そし て その 地 で うっ か 
り し て いる (Agnihotra を 失念 し て いる ) 場合 に は , どこ に 彼 の その 献 供 は 献じ ら 
れ た こと に な る の か 」 と , ここ で (この 歌 で ) 言っ て いる 。(8) 諸 存 在 の 中 で [ 常 
に ] 目 覚め て いる (2s み zo) 者 (m.), すべ て の 生物 達 を 支え て きた (24p め 7z ヵ : impf 9 
者 (m.) , それ に 彼 の その 献 供 は 献じ られ た の で ある , 彼 の 家 に お いて ( 注 46)[ 留 
守 居 の 人 々 が 諸 祭 火 に ] 献じ て いる [その 献 供 ] は 」 と 。 他 な ら ぬ 気 息 (呼吸 : pgz- 
m.) を と こ で (この 歌 で ) 言っ て いる 。 
【 結 論 】 そ れ 故 に [人々 は ] 言っ て いる : 「 呼 吸 こ そ が Agnihotrra で ある ( 気 息 が 
Agnihotra を 支配 ・ 管 轄 する 一 注 19)」 と 。 「 
Veda 韻律 Anustubh" で 編 ま れ た 4 詩 節 の 0 され て いる 。 
祭 火 を 設置 し た 者 が 旅 に 出る , な いし 移住 する 場合 に は , 祭 火 を 火 電 に 入れ 
て 旅 に 同伴 し , 和 宿営 地 で 献 供 する 方 法 と , MM ( 祭 官 , 
Brahmacarin, 息子 な ど ) が 本 人 の 代理 と し て 机 供 する 方 法 と の 両方 が 可能 
ある (23)。 いづ れ の 場合 で も , 祭 火 設 置 者 は 同時 に Agnihora 祭 主 
(Agnihotrin) で あり , 朝夕 の Agnihora を 中 断 で き な い 。 対話 に お ける Janaka 
王 の 質問 で は , 祭 火 を 伴い 移動 中 に Agnihotra を 行う 場合 の 供物 の 問題 が 取り 
上 げ ら れ , Sloka で は , 定住 世 活 者 が 祭 火 を 家 に 残し て 旅行 する 場合 の , 旅 に 


49 6 の accent か ら imperfect 2p め が g7 と 判明 する (5 め 27 の 場合 yy [svarita accent| と 
60。 現在 形 で は な く jpf が 用 いら れ て いる 理由 は 不明 。 現在 御 幹 527g- が 
brinsen と tragen の 両方 を 意味 する の に 対し , pg:- (pp の 7-) は 一 貫 し て 
iterativ-duraiiv の 意味 「rragen で 用 いら れる : cf.T. Goro L. Prasensklasse 225-228, 
特に 226f. と Anm. 485. 
50 1 詩 節 は 8 音節 の Padaa メ 4 か ら 成 り , 各 Pada 後半 BR は こ ー マ ンー (pada 未 は 


常に 重 音 節 扱い ) と な る 傾向 が 強い (必須 で は な い )。 当該 詩 館 で は 16 cadence 中 , 


マー マー が 11 例 , 一 - こ - と て て ーー が 各 2 例 , て マン ン - が 1 例 。 子音 の 後 で 実際 は iy と 発 
音 さ れる 7 Gy と 表記 ) が 5 例 あ る 。 


51 82&z- は 動詞 語根 2yszz 「 聞 く 」 か ら 派 生 し た 男性 実体 詞 で 原義 は 「 音 , 呼び 声 , 


名 声 , 讃 辞 , 讃 王 」 等 (RV 十 ) で ある が , ブラ ー フ マナ ・ ウ パニ シャ ッ ド で は 散 
文中 に 引用 され る マン トラ 以外 の 詩 節 を 指し (s42- と ほぼ 同義 ), Anustubh で 作 
られ て いる こと が 多い ( 他 の 韻律 の 場合 も ある )。 後 に は Anustubh か ら 発展 し た 斉 
律 の 名 称 ( い わ ゆ る “epic anustubh )) と な る 。Cf Hosscm Die vedische Gatha- und Sloka- 
Literatur。 1966, 223-229・ 当該 詩 節 は cf. 112f. (Nr.53-56) . 
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(180) 阪本 (後藤 ) 純 子 


ある 祭 主 と 留守 宅 で の 祭 火 ・ 献 供 と の 関係 が 論じ られ る 。 旅 に ある 祭 火 設置 者 
の Agnihotra 献 供 と いう 共通 性 が 対話 と Sloka を 繋い で いる 。 し か し な が ら 
Sioka と 解説 。 結論 部 の 間 に は 龍 上 が 見 られ る 。 

前 半 の 問答 に 対し て は 「 諸 存在 の 中 で 最も 速い 」 と され る 「 思 考 」 ヵ 2zgs- 
が 旅 す る 祭 主 と 家 に 残る 祭 火 を 結び つけ る と 解説 され る 。 具体 的 に は , 献 供 す 
る 時 間 に 旅 行 中 の 祭 主 の 「 思 考 」 が 家 に 戻り 献 供 に 立ち 合う と いう 解釈 で ある 。 

「 思 考 」 zzs- が 「 諸 存在 の 中 で 最も 速い 」 と いう 考え 方 は RV か ら 現 れ て お 
り “,。 この 解説 は 解り や すい 。 し か し Sloka で は 「 諸 存在 の 中 で 最も 速い 者 」 
は 男性 名 詞 で あり , 中 性 名 詞 訪 2s- と 一 致し な い 。 Sloka 中 の 太 yyg- の 語 か 
ら , 本 来 は , 祭 主 で ある gyr-「 特 殊 能 力 に より 時 空 を 超え て 見 る こと が で き 
る 詩人 (> 注 1, 注 47)」 を 指す と 推測 され る 。 Sandilya の 教 説 SB-M X 6.3.4 

[Agnicayanal の よう に 志 gz67avgsg-「 思 考 機能 の 早 さ を 持つ 」 zz2z- (m.) 「 自 
己 , 人 格 主 体 」 が 意図 され て いる 可能 性 も ある "。 

後半 の 問答 歌 で は , 祭 主 が あま り に 遠く に 滞在 し て いて Agnihotra を 失念 し 
て いる 場合 , 留守 宅 で 代理 人 達 に より 献じ られ て いる 彼 の Agnihora は 「 何 に ・ 
誰 に (42szzz)」 貢 じ られ た こと に な る の か と 問い , 献じ られ た 獣 供 が 無 に 帰 
する の で は な い の か , と いう 危 慣 を 述べ て いる 。 こ れ に 対し , 失念 し て いる 間 
も 「 目 覚め て お り , 諸 存 在 を 支え て きた 者 」 に 献じ られ た 事 に な る と 答え て お 
り , これ は az2- 「 気 息 ・ 呼 吸 で ある と 解説 され る 。 す な わ ち 「 気 息 ・ 呼 
吸 p2z2- に 責 じ られ た 」 こ と こと に な る 。 2- は 動詞 記 o-“「 貢 ず る 」 に 対し 
locative の 関係 に あり , 祭 火 に 対応 する 。 実 際 に SB に お いて Ahavaniya 祭 火 は 
の の 99- に 等 置 さ れ て いる : 


02 ERVTHOO90YIV 200027080)VL99E 4512:JX9798 

53 Cf 後藤 敏文 ,「Sandqilya の 教 説 再 考 一 Brahmana と Upanisad の 間 一 」, 今西 記念 
論集 。 1996, 856-858 (857, 858) : “ur Lehre Sandilyas 一 zwischen Brahmana und 
Upanisad 一 “, Langue, styl et structure dans le monde indien (Centenaire de Louis Renou) 、 
1996 [1997],71 一 89 (76, 79). 

94 pg 十 gz (7 万) は 「 前 方 へ 息 を 動か す , 息 を 吐く 」 な いし 「 息 を 動か し 続け る , 
呼吸 する 」 を 意味 する (cf.Delbrack 460) 。pzaz4- は 原義 「 吐 く 息 」 か ら (cf gzaz2- 

「 吸 う 皿 」 6.4.) , 「 吸 う 息 」(cf. zz,2-「 外 へ 出す 息 , 吐く 息 」) , 更に 体内 の 様々 

な 忌 (72z2-, 2p の 7 の -, sg722 が の -, yy の -。 922- 等 ) の 総称 と し て の 「 気 息 」」 お よび 
行為 と し て の 「 呼 吸 」 の 意味 で 広く 用 いら れる 。 更に 「 生 体 諸 機 能 , 諸 器 官 」 の 代 
表 と され , 「 生 命 」, 「 生 命 活動 」, 「 生 命 原理 」 に まで 概念 が 拡大 する 。 
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「 究 極 の Agnihotrra」 を 巡る Janaka 王 と Yajmavalkya と の 対 庄 (181) 


SB-M HI 2.2.18 一 19 (^ SB-K) [Asnyadheya] /2 V2 eg72 prgz2 ev 72 gg の yg / 
77 の g72y eVg 972vg77y の 5 C9 gg の 7772pg7 の の 5 cg. YY の 7O 2727ygp の cg か. /18/ 
諸 祭 火 で ある な ら ば , それ ら は これ ら の 諸 気 上 忠 に ほか な ら な い 。Ahavaniya ( 貢 供 
用 の 火 ) と Garhapatya (家庭 火 ) と は pz4zg- 「 吸 う 息 (… 注 54)」 と Zzzg- 「 吐 く 
息 」 に 他 な ら な い 。Anvaharyapacana ( 祭 官報 酬 の 端 を 炊く 火 ) は az4- 「 体 内 に 
分 散 す る 息 」 で ある 。 

Indra (太陽 ) が zzg- 「 吐 く 候 」, 火 が Zzzg- 「 吸 う 息 」 と する 説 も ある : 
MS { 5.6 :74.4f [Agnihotra 後 の Agnyupasthanal 三 KSP VI 5:67.7 一 12 pz2z2pg72 


の 妨 の み 2g 太 . Imdra ( 三 太 陽 ) と 火 は zzzg- 「 吐 く 息 」 と の 2zg- 「 吸 う 息 」 な の だ 。 


最後 の SIloka か ら , p72z2 eyezo72z 「Agnihotra は 気 息 ・ 呼 吸 yzz2- に 他 
な ら な い 」 と いう 全編 の 結論 が 導 か れる 。 こ の 結論 は 先行 する 対話 お よび 問答 
歌 と 矛盾 が ある 。 最 後 の Sioka で は ヵ yazg- は 動詞 jo-"「 献 ずる 」 に 対し loc. 
の 関係 に あり , 「 祭 火 」 に 対応 する 。accusative (受動 態 で は nominative) で 表 
示さ れる 2zz7- 「 貢 供 」, 2gz 廊 op72- に は 対応 し な い 。 こ れ に 反し , 結論 部 で は 
p7gz6- と ggz7o7 の - が 等 置 さ れる 。ggz 娘 o762- と いう 語 は 対話 で は 一 貫 し て 

「Agnihotra の 供物 」 の 意味 で 用 いら れる が , この 意味 で は 祭 火 に 対応 する 
pg の - と 等 貰 不 可能 で ある 。 従って, ggz 太 o72- の 語義 が 結論 部 で は 「Agnihotra 
と いう 祭 式 (行為 ) 」 の 意味 に 転換 し , 同時 に zz4- の 語義 も 「 気 息 」 から 「 呼 
吸 行 為 」 へ 転換 し て いる と 考え られ る 。JB (一 4.5.) で は 「 気 邊 に より 呼吸 し 
て いる 限り , Agnihora を 責 供 し て いる こと に な る 」 と 明記 され る 。 あ る い は 

1 が - の os 構文 ( つ 2.3., 注 19) 」 と 解す る こと も 可能 で ある : | 気候 (呼吸 ) 
が Agnihotrra と いう 祭 式 を 支配 ・ 管 轄 し て いる 」。 

Janaka 土 と Yajnavalkya と の 対話 に お ける 現実 的 な 解決 策 は 「 自 分 の 『 信 じ 
る 思い 』 に 『 真 実 で ある 祭 詞 』 を 唱え か ける 」 こと で ある 。 信 じ る こと 婦 ggdg72- 
は 思考 活動 2zzs- で ある (一 4.3.)。 祭 詞 を 唱え る 事 は 言語 活動 2c- で あり , 
気 息 ・ 呼 吸 yzz2- に 伴う 。 従 っ て , 第 2 Sloka 解説 の 2zgs- は 対話 の gg278- 
に , 第 4 Sloka 解説 の zz2- は 「 真 実 で ある 祭 詞 」 に 対応 する 。 47gs- と p727- 
と に よる 解説 が 対話 と Sloka と を 結合 し , 結論 文 へ と 導く 役割 を 果たす 。 

呼吸 する こと が Agnihora で ある 」 ま た は 「 気 息 (呼吸 ) が Agnihotra を 
支配 ・ 管 轄 する 」 と いう 結論 は , 「 太 陽 が Asnihotra を 支配 ・ 管 轄 する 」 と い 
う SB の 基本 的 Agnihotra 理論 (一 2.3., 注 19, 6.5.) と 相違 し , Prana 中 心 の 新 


ー458 一 


NH お 222HHRRRSE2RRBHRRRBRHRNRRRREERE2RSSRRSHERR 人 RRB 


(182) 阪本 (後藤 ) 純 子 


し い 思 想 傾向 の 影響 を 示す ( つ 5.1., 5.2., 7.1., 7.2., 注 25)。 


4.5.【 問 答 歌 と 結論 の 比較 : SB-M/SB-K/JB】 
JB ま 19f. 
【 問 答 責 】 2 gg7z の の 28 の 7 「 太 77 yP7 dp27 p7gygsg が /19/ 2g 廊 77 g77e の が yg カ 
/ 72 72 gsyg ん 2yy の 7 が 27 の sg727727 の 「g777 の 万 /” 硫 ./ yg の 2g77 27272772pgp7 の yy の が 
ん 27777 の Sy274 の の P7 の 377277 の gyg77 な 、/ yg ogc の yesg7eygz (Ed. Ogsrgr yo),。 “yo 
79V757O の 7 の 76S7 5 YZ の 272 の 7gV の SG72 7 の e / 7 の 772 729 gyyg ん 2PyG7 が 7 72 カ 2 yg72727O 「g77 の 7 
グ ” 太 ./ 7 の 7 が が OV2C. / 7 が 72O 9V の の Pe57 72PfS 太 772. / 7 の 7 の 5 の PyY の 7 の の の の 7 の 77277 
627777 が 2 727 2cg、/ グ g772 272977 2 の 2822。 "97 5 の 9777 pg76 カ 2 の 727 の 
の 7 の 7 の y の 7 / ん 75772 SSYG 7 が 7 77e 277 95 7 の 7 が ググ” 7 / yg oOV2cg ps の ey の 
(Ed. OgRrgr yo), "yo 及 g27 の yg72ey7 5 の PP の 7 の PS の 7 Pe / 725 が 2 の 7 5 の sy の 22 が 7 が 7 
87e Y9722 の 57 の 772V の 7 が” グ 7 / 7 の 2 7 7 の ov2cg. / 7 の 2 の Tv" の yo7es が 7257 の 7. / p7 の 7 
ev2sy の 5 472777 の vg な が./【 結 論 部 ] 7szz2 2 7270 7z7 が Oo か の 72 7 /y9yog の の 7 eyg 
7 の 7672 の の 7 の 9777 7 の gg777 の か go72 oo. /20/ 
【 問 答 歌 】 そ こ で この 当 人 (Yajmavalkya : 注 57) に [Janaka は ] 歌い か けた 
(zz の eggg" : perf),「 一 体 何 を 知っ て いて , Agnihotra を 祭 主 と し て 行っ て いる 者 
(agz 放 o7p-) は 家 か ら ( 注 46) 旅立つ の か : その 場合 , どの よう な の か , 彼 の Kawi 
詩人 一 注 1, 注 47) た る 能力 は : どの よう に [旅行 中 の 彼 は 家 に 残さ れ た ] 諸 祭 火 
と 結び つい て いる の か 」 と 。 も し 諸 祭 火 を 設置 し て , その 後に 家 か ら 離 れ て 旅 に 出 
る な ら ば , どの よう に し て , 彼 が 家 を 離れ て 旅 に 出 て いな いと いう こと に な る の か 」 
と [質問 し た の で ある ]。 そ こ で Vajasaneya?′ は 言っ た , 「 諸 存在 の 中 で 最も 速い 
痢 (m), その 者 (m.) が , 旅 に 出 て いる 間 も , 知っ て いる 者 (m.) と し て , 知ら 
れ て いる Ge : 注 46)。 そ の よう で ある , その 場合 , 彼 の Kavi( 詩 人 一 注 1, 注 47) 
た る 能力 は : そ の よう に し て , [旅行 中 の 彼 は 家 に 残さ れ た ] 諸 祭 火 と 結び つい て 
いる 」 と 。「 思 考 で ある 」 と 言っ た 。 思 考 が 諸 存 在 の 中 で 最も 速い の だ 。 ほ か な ら 


Ed. OERrEL vg ( 全 Mss.v2) : Ed. RAGgu VmmA y2. 

pg 十 g@ (> に : acc./dat.) 王 い か ける 」(RV 十 ) 。 Kivwr, Das Perfekt im Indoiranischen, 
2000 は 語根 sz「 歌 う 」 の perf. の 記述 を 欠く 。 

97 Janaka の 対話 の 相手 が , 先行 部 分 と 同一 人 物 (ezz「 こ の 当 人 」) で ある に も 関わ 
ら ず , Yajmavalkya で は な く Vajasaneya と 呼ば れ て いる こと に 注意 。 
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C71 て C7TI 
で ③ ゝ 
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